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現代の国語 

教科名 国語 科目名 現代の国語 単位数 １単位 

学年・類型 １学年・総合技術科 担当教員  

使用教科書・教材 
  東京書籍「新編現代の国語」 

とうほう「標準漢字演習」 

 

教科の目標  国語科  の目標 

 

観

点 
ａ：知識及び技能 ｂ：思考力・判断力・表現力 ｃ：学びに向かう力、人間性等 

趣 

旨 

生涯にわたる社会生活に必要

な国語について、その特質を

理解し適切に使っている。 

「話すこと・聞くこと」、「書く

こと」、「読むこと」の各領域に

おいて、生涯にわたる社会生活に

おける他者との関わりの中で伝え

合う力を高め、自分の思いや考え

を広げたり深めたりしている。 

言葉を通じて積極的に他者と関わ

ったり、思いや考えを深めたりし

ながら、言葉のもつ価値への認識

を深めようとしているとともに、

言語感覚を磨き、言葉を効果的に

使おうとしている。 

 

 

科目  現代の国語  の目標 

 

観

点 
ａ：知識及び技能 ｂ：思考力・判断力・表現力 ｃ：学びに向かう力、人間性等 

趣 

旨 

実社会に必要な国語の知識や

技能を身に付けるようにす

る。 

論理的に考える力や深く共感した

り豊かに想像したりする力を伸ば

し，他者との関わりの中で伝え合

う力を高め，自分の思いや考えを

広げたり深めたりすることができ

るようにする。 

言葉がもつ価値への認識を深める

とともに，生涯にわたって読書に

親しみ自己を向上させ，我が国の

言語文化の担い手としての自覚を

もち，言葉を通して他者や社会に

関わろうとする態度を養う。 
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学習内容と評価の観点 

学

期 

単元の具体的な

指導目標 
指導項目・内容 

領域 評価の観点 

単元の（題材）の評価規

準 

配

当

時

間 

話
・
聞 

書 読 知 思 態 

１ 

〇「現代の国
語」を学ぶにあ
たって 
【知】「現代の
国語」を学ぶ目
的をよく理解
し、実社会に必
要な国語の知識
や技能を身につ
ける。 
【思】「現代の
国語」で、何を
どのように学ぶ
のかを適切に思
考・ 判断し，そ
の内容を適切に
相手に伝える表
現力を身につけ
る。 
【態】「現代の
国語」を学ぶ目
的を理解し，言
葉がもつ価値へ
の認識を深める
とともに，言葉
を通して他者や
社会に関わろう
とする態度を身
につける。 

１「現代の国語」の目標を

学び，授業の取り組み方

や，持ち物，評価の観点

等について理解する。 
２自己紹介とこの授業で

の目標を発表させる。 

〇

  

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

【知】 
「現代の国語」を学ぶ目
的をよく理解し，実社会
に必要な国語の知識や技
能を身につけている。 
【思】 
「現代の国語」では，何
をどのように学ぶのかを
適切に思考・ 判断し，
その内容を適切に相手に
伝える表現力を身につけ
ている。 
【態】 
「現代の国語」を学ぶ目
的を理解し，言葉がもつ
価値への認識を深めると
ともに，言葉を通して他
者や社会に関わろうとす
る態度を身につけてい
る。 

１ 
 
 
 
 

〇「こそそめスー

プ」 

【知】 
・言葉には，認
識や思考を支え
る働きがあるこ
とを理解する。 
・常用漢字の読
みに慣れ，主な
常用漢字を書
き，文や文章の
中で使えるよう
になる。 
・実社会におい
て理解したり表
現したりするた
めに必要な語句
の量を増すとと
もに，語句や語
彙の構造や特
色，用法及び表
記の仕方などを
理解し，話や文

１筆者の思いの変化に注
意しながら，本文を通
読する。（手引き１） 

２第一段での筆者の「こ
そそめスープ」への思
いを理解する。（手引
き２） 

３「こそそめスープのあ
る世界」は，筆者にと
ってどのようなもので
あるかを理解する。
（手引き３・４） 

４筆者の考える「自分の
作りあげた異世界」に
ついて理解する。（手
引き５） 

５第三段から，筆者の人
間に対する考え方を読
み取る。 

（手引き６） 
６筆者と同じような勘違

いをしていたことがな
いかを考えて書き出

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 
 

【知】 
・言葉には，認識や思考
を支える働きがあること
を理解している。 
・常用漢字の読みに慣
れ，主な常用漢字を書
き，文や文章の中で使っ
ている。 
・実社会において理解し
たり表現したりするため
に必要な語句の量を増す
とともに，語句や語彙の
構造や特色，用法及び表
記の仕方などを理解し，
話や文章の中で使うこと
を通して，語感を磨き語
彙を豊かにしている。 
・文，話，文章の効果的
な組み立て方や接続の仕
方について理解してい
る。 
【思】 
・「読むこと」におい
て，文章の種類を踏まえ
て，内容や構成，論理の
展開などについて叙述を
基に的確に捉え，要旨や

６ 
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章の中で使うこ
とを通して，語
感を磨き語彙を
豊かにする。 
・文，話，文章
の効果的な組み
立て方や接続の
仕方について理
解する。 
【思】 
・「読むこと」
において，文章
の種類を踏まえ
て，内容や構
成，論理の展開
などについて叙
述を基に的確に
捉え，要旨や要
点を把握する。 
・「読むこと」
において，目的
に応じて，文章
や図表などに含
まれている情報
を相互に関係付
けながら，内容
や書き手の意図
を解釈したり，
文章の構成や論
理の展開などに
ついて評価した
りするととも
に，自分の考え
を深める。 
【態】 
・進んで筆者の
気持ちの変化や
考えを理解し，
学習課題に沿っ
て自分の考えを
まとめ，話し合
おうとする。 

し，「思い込み」や
「勘違い」の背景を探
る。また，「本物のこ
そそめスープ」とはど
のようなものかを話し
合う。（言語活動１・
２） 

 

 

〇 

要点を把握している。 
・「読むこと」におい
て，目的に応じて，文章
や図表などに含まれてい
る情報を相互に関係付け
ながら，内容や書き手の
意図を解釈したり，文章
の構成や論理の展開など
について評価したりする
とともに，自分の考えを
深めている。 
【態】 
・進んで筆者の気持ちの
変化や考えを理解し，学
習課題に沿って自分の考
えをまとめ，話し合おう
としている。 

〇「漢字の読み書

き」 

【知】 
常用漢字の読みに

慣れ、主な常用漢

字を書き、文や文

章の中で使うこと

ができる。 

【態】 
・自ら進んで、
常用漢字の読
み・書きを学習
し、実社会で必
要な読み書きの
能力を身につけ
ようとする。 

１部首や熟語の構成、熟
語の意味を学ぶ。 

２小テストを行い、学習
の習熟状況を確認す
る。 

３学習の習熟に遅れがみ
られる場合には課題を
課したり、補習を行っ
たりして個別指導を行
う。 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 〇  

 

〇 
 

【知】 
常用漢字の読みに慣れ、
主な常用漢字を書き、文
や文章の中で使うことが
できている。 
【態】 
・自ら進んで、常用漢字
の読み・書きを学習し、
実社会で必要な読み書き
の能力を身につけようと
している。 

４ 
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２ 

〇「未来をつく
る想像力」 
「…メディアと
の付き合い方」 
【知】 
・言葉には，認
識や思考を支え
る働きがあるこ
とを理解する。 
・実社会におい
て理解したり表
現したりするた
めに必要な語句
の量を増すとと
もに，語句や語
彙の構造や特
色，用法及び表
記の仕方などを
理解し，話や文
章の中で使うこ
とを通して，語
感を磨き語彙を
豊かにする。 
・文，話，文章
の効果的な組み
立て方や接続の
仕方について理
解する。 
・情報の妥当性
や信頼性の吟味
の仕方について
理解を深める。 
【思】 
・「読むこと」
において，文章
の種類を踏まえ
て，内容や構
成，論理の展開
などについて叙
述を基に的確に
捉え，要旨や要
点を把握する。 
・「読むこと」
において，目的
に応じて，文章
や図表などに含
まれている情報
を相互に関係付
けながら，内容
や書き手の意図
を解釈したり，
文章の構成や論
理の展開などに
ついて評価した
りするととも
に，自分の考え
を深める。 
【態】 
粘り強く筆者の

１本文を通読して，内容
を把握する。（手引き
１） 

２「イメージの貧困」が
なぜ起きるかを理解す
る。（手引き２） 

３「イメージの共有」が
なぜ個人の単独性を失
わせるのかを理解す
る。（手引き３） 

４筆者の考える「社会」
とはどのようなものか
理解する。（手引き
４） 

５「空白の時間」をつく
ることの意義について
理解する。（手引き
５） 

６本文の内容を踏まえ
て，実際の生活やメデ
ィアの特長について考
え，話し合う。（言語
活動）（考えよう……
メディアとの付き合い
方） 

 
 
 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

【知】 
・言葉には，認識や思考
を支える働きがあること
を理解している。 
・実社会において理解し
たり表現したりするため
に必要な語句の量を増す
とともに，語句や語彙の
構造や特色，用法及び表
記の仕方などを理解し，
話や文章の中で使うこと
を通して，語感を磨き語
彙を豊かにしている。 
・文，話，文章の効果的
な組み立て方や接続の仕
方について理解してい
る。 
・情報の妥当性や信頼性
の吟味の仕方について理
解を深め使っている。 
【思】 
・「読むこと」におい
て，文章の種類を踏まえ
て，内容や構成，論理の
展開などについて叙述を
基に的確に捉え，要旨や
要点を把握している。 
・「読むこと」におい
て，目的に応じて，文章
や図表などに含まれてい
る情報を相互に関係付け
ながら，内容や書き手の
意図を解釈したり，文章
の構成や論理の展開など
について評価したりする
とともに，自分の考えを
深めている。 
【態】 
粘り強く筆者の考える
「想像力」を理解し，学
習課題に沿って実際の生
活を見直し，情報社会に
おける自己の在り方につ
いて考えを深め，話し合
おうとしている。 
 

 

６ 
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考える「想像
力」を理解し，
学習課題に沿っ
て実際の生活を
見直し，情報社
会における自己
の在り方につい
て考えを深め，
話し合うことが
できる。 

〇「漢字の読み
書き」 
【知】 
常用漢字の読み
に慣れ、主な常
用漢字を書き、
文や文章の中で
使うことができ
る。 
【態】 
・自ら進んで、
常 用 漢 字 の 読
み・書きを学習
し、実社会で必
要な読み書きの
能力を身につけ
ようとする。 

１部首や熟語の構成、熟
語の意味を学ぶ。 

２小テストを行い、学習
の習熟状況を確認す
る。 

３学習の習熟に遅れがみ
られる場合には課題を
課したり、補習を行っ
たりして個別指導を行
う。 

 〇 

 

〇 

 

〇 

 

 〇  〇 【知】 
常用漢字の読みに慣れ、
主な常用漢字を書き、文
や文章の中で使うことが
できている。 
【態】 
・自ら進んで、常用漢字
の読み・書きを学習し、
実社会で必要な読み書き
の能力を身につけようと
している。 

４ 

〇「憧れの職業
について調べ，
整理してまとめ
よう」 
【知】 
・常用漢字の読み

に慣れ，主な常

用漢字を書き，

文や文章の中で

使えるようにな

る。 

・文，話，文章の

効果的な組み立

て方や接続の仕

方について理解

する。 

【思】 
・「書くこと」に

おいて，目的や

意図に応じて，

実社会の中から

適切な題材を決

め，集めた情報

の妥当性や信頼

性を吟味して，

伝えたいことを

明確にすること

１「学習の流れ」を読
み，活動のポイントの
見通しを持つ。 

２「憧れの職業」につい
て調べ，整理してまと
めるまでの例を参考
に，自分の希望を人に
伝えるための文章の書
き方を確認する。 

３「課題」（Ｐ121）の
中から一つを選び，興
味のある対象（職業ま
たは国）をいくつか挙
げ，インターネットや
辞書，事典等で基本的
な情報を調べる。 

４集めた基本的な情報を
もとに，自分の経験や
個性も踏まえ，候補に
挙げた対象について比
較して選択肢を絞る。 

５自分がその対象を選ん
だ理由などを書き出
す。 

６選んだ対象について，
実際に経験した人の話
や，関係する書物な

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

【知】 
・常用漢字の読みに慣れ，

主な常用漢字を書き，文

や文章の中で使っている

。 

・文，話，文章の効果的な

組み立て方や接続の仕方

について理解している。 

【思】 
・「書くこと」において，

目的や意図に応じて，実

社会の中から適切な題材

を決め，集めた情報の妥

当性や信頼性を吟味して

，伝えたいことを明確に

している。 

・「書くこと」において，

読み手の理解が得られる

よう，論理の展開，情報

の分量や重要度などを考

えて，文章の構成や展開

を工夫している。 

【主】 
・粘り強く自分の興味・関

心のある対象について調

べ，集めた情報の妥当性を

検討しながら，学習の見通

４ 
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ができる。 

・「書くこと」に

おいて，読み手

の理解が得られ

るよう，論理の

展開，情報の分

量や重要度など

を考えて，文章

の構成や展開を

工夫することが

できる。 

【主】 
・粘り強く自分の

興味・関心のある

対象について調

べ，集めた情報の

妥当性を検討しな

がら，学習の見通

しをもって読み手

の理解が得られる

よう文章の構成や

展開を工夫して書

こうとする。 

ど，詳しい情報を集め
る。 

７集めた情報を取捨選択
し，読み手に自分の考
えが伝わりやすくなる
よう，書くための材料
を決める。 

８説得力のある文章にな
るよう構成を決め，大
まかな字数の配分を考
える。 

９構成に沿って文章を書
き，推敲をする。 

１０推敲した文章を清書
する。班の中で互いの
文章を読み合い，文章
の内容や構成について
意見交流を図る。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

しをもって読み手の理解が

得られるよう文章の構成や

展開を工夫して書こうとし

ている。 
 

 

 

３ 

〇「美しさの発
見」 
【知】 
・言葉には，認
識や思考を支え
る働きがあるこ
とを理解する。 
・実社会におい
て理解したり表
現したりするた
めに必要な語句
の量を増すとと
もに，語句や語
彙の構造や特
色，用法及び表
記の仕方などを
理解し，話や文
章の中で使うこ
とを通して，語
感を磨き語彙を
豊かにする。 
・文，話，文章
の効果的な組み
立て方や接続の
仕方について理
解する。 
【思】 
・「読むこと」
において，文章
の種類を踏まえ
て，内容や構
成，論理の展開
などについて叙
述を基に的確に
捉え，要旨や要
点を把握する。 

１取り上げられている具
体例に注意しながら，
本文を通読する。（手
引き１) 

２第一段から「発明」と
「発見」に関わる語句
や表現を抜き出し，こ
こでのそれぞれの意味
を明らかにする。 

３コロンブスやキュリー
夫人の「発見」と芭蕉
やセザンヌの「発見」
の違いを考え，それぞ
れの意味を明らかにす
る。（手引き２) 

４少年龍之介を叱った先
生が捉えている「美し
さ」と少年龍之介が捉
えている「美しさ」を
読み取る。（手引き
３・４) 

５「同じ一つの心のはた
らき」について考え，
「『美しさ』を知る」
ために必要なことを話
し合う。（言語活動） 

６この文章で筆者は，
「美しさの発見」とは
どのようなものである
と述べているか，考え
を述べ合う。（手引き
５) 

 
 
 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

【知】 
・言葉には，認識や思考
を支える働きがあること
を理解している。 
・実社会において理解し
たり表現したりするため
に必要な語句の量を増す
とともに，語句や語彙の
構造や特色，用法及び表
記の仕方などを理解し，
話や文章の中で使うこと
を通して，語感を磨き語
彙を豊かにしている。 
・文，話，文章の効果的
な組み立て方や接続の仕
方について理解してい
る。 
【思】 
・「読むこと」におい
て，文章の種類を踏まえ
て，内容や構成，論理の
展開などについて叙述を
基に的確に捉え，要旨や
要点を把握している。 
・「読むこと」におい
て，目的に応じて，文章
や図表などに含まれてい
る情報を相互に関係付け
ながら，内容や書き手の
意図を解釈したり，文章
の構成や論理の展開など
について評価したりする
とともに，自分の考えを
深めている。 
【主】 
・粘り強く取り上げられ

６ 
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・「読むこと」
において，目的
に応じて，文章
や図表などに含
まれている情報
を相互に関係付
けながら，内容
や書き手の意図
を解釈したり，
文章の構成や論
理の展開などに
ついて評価した
りするととも
に，自分の考え
を深めることが
できる。 
【主】 
・粘り強く取り
上げられた具体
例の展開に注目
しながら，筆者
の「美しさの発
見」についての
価値観や主張を
理解し，今まで
の学習を生かし
て「美しさ」を
知るために必要
な感受性の養い
方について自分
の考えを深め，
話し合うことが
できる。 
 

た具体例の展開に注目し
ながら，筆者の「美しさ
の発見」についての価値
観や主張を理解し，今ま
での学習を生かして「美
しさ」を知るために必要
な感受性の養い方につい
て自分の考えを深め，話
し合おうとしている。 
 
 

 

〇「漢字の読み
書き」 
【知】 
常用漢字の読み
に慣れ、主な常
用漢字を書き、
文や文章の中で
使うことができ
る。 
【態】 
・自ら進んで、
常 用 漢 字 の 読
み・書きを学習
し、実社会で必
要な読み書きの
能力を身につけ
ようとする。 

１部首や熟語の構成、熟
語の意味を学ぶ。 

２小テストを行い、学習
の習熟状況を確認す
る。 

３学習の習熟に遅れがみ
られる場合には課題を
課したり、補習を行っ
たりして個別指導を行
う。 

 〇 

 

〇 

 

 

〇 

 〇  〇 【知】 
常用漢字の読みに慣れ、
主な常用漢字を書き、文
や文章の中で使うことが
できている。 
【態】 
・自ら進んで、常用漢字
の読み・書きを学習し、
実社会で必要な読み書き
の能力を身につけようと
している。 

４ 

評価方法 

 

定期考査(３回)、小テスト、ノート、提出課題、授業への取り組み等 

 

配当時間合計 ３５ 

 

※なお、配当時間は生徒の状況により、必ずしも上記の通りに展開するものではない。 
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言語文化 

教科名 国語 科目名 言語文化 単位数 １単位 

学年・類型 １学年・総合技術科 担当教員  

使用教科書・教材 
  東京書籍「新編言語文化」 

とうほう「標準漢字演習」 

 

教科の目標  国語科  の目標 

 

観

点 
ａ：知識及び技能 ｂ：思考力・判断力・表現力 ｃ：学びに向かう力、人間性等 

趣 

旨 

生涯にわたる社会生活に必要

な国語について、その特質を

理解し適切に使っている。 

「話すこと・聞くこと」、「書く

こと」、「読むこと」の各領域に

おいて、生涯にわたる社会生活に

おける他者との関わりの中で伝え

合う力を高め、自分の思いや考え

を広げたり深めたりしている。 

言葉を通じて積極的に他者と関わ

ったり、思いや考えを深めたりし

ながら、言葉のもつ価値への認識

を深めようとしているとともに、

言語感覚を磨き、言葉を効果的に

使おうとしている。 

 

 

科目  言語文化  の目標 

 

観

点 
ａ：知識及び技能 ｂ：思考力・判断力・表現力 ｃ：学びに向かう力、人間性等 

趣 

旨 

生涯にわたる社会生活に必要

な国語の知識や技能を身に付

けるとともに、我が国の言語

文化に対する理解を深めるこ

とができるようにする。 

論理的に考える力や深く共感した

り豊かに想像したりする力を伸ば

し、他者との関わりの中で伝え合

う力を高め、自分の思いや考えを

広げたり深めたりすることができ

るようにする。 

言葉がもつ価値への認識を深める

とともに、生涯にわたって読書に

親しみ自己を向上させ、我が国の

言語文化の担い手としての自覚を

もち、言葉を通して他者や社会に

関わろうとする態度を養う。 
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学習内容と評価の観点 

学

期 

単元の具体的な

指導目標 
指導項目・内容 

領域 評価の観点 

単元の（題材）の評価規

準 

配

当

時

間 

話
・
聞 

書 読 知 思 態 

１ 

〇「言語文化」
を学ぶにあたっ
て 
【知】「言語文
化」を学ぶ目的
をよく理解し、
社会生活に必要
な国語の知識や
技能を身に付け
る。 
【思】「言語文
化」で、何をど
のように学ぶの
かを適切に思
考・ 判断し，そ
の結果を適切に
相手に伝える表
現力を身につけ
る。 
【態】「言語文
化」を学ぶ目的
を理解し，言葉
がもつ価値への
認識を深めると
ともに，言葉を
通して他者や社
会に関わろうと
する態度を身に
つける。 

１「言語文化」の目標を学

び，授業の取り組み方

や，持ち物，評価の観点

等について理解する。 
２どのような言語文化に

触れてきたか、またこ
の授業でどのような内
容について学びたいか
を発表させる。 

〇

  

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

【知】「言語文化」を学
ぶ目的をよく理解し，社
会生活に必要な国語の知
識や技能を身につけてい
る。 
【思】「言語文化」で
は，何をどのように学ぶ
のかを適切に思考・ 判
断し，その結果を適切に
相手に伝える表現力を身
につけている。 
【態】「言語文化」を学
ぶ目的を理解し，言葉が
もつ価値への認識を深め
るとともに，言葉を通し
て他者や社会に関わろう
とする態度を身につけて
いる。 

１ 
 
 
 
 

〇「さくらさくら

さくら」 

【知】 
・言葉には，文
化の継承，発
展，創造を支え
る働きがあるこ
とを理解する。 
・常用漢字の読
みに慣れ，主な
常用漢字を書
き，文や文章の
中で使うことが
できる。 
・我が国の言語
文化に特徴的な
語句の量を増
し，それらの文
化的背景につい
て理解を深め，
文章の中で使う
ことを通して，
語感を磨き語彙

１桜に対するイメージや
筆者について知ってい
ることを発表する。 

２本文を通読し，三つの
部分に分けて，それぞ
れの話題をまとめる。 
(手引き１) 

３第一段における要点が
どの部分に示されてい
るかを考え，それが本
文全体でどのような意
味を持つか考察する。 

４具体例から日本と外国
での桜に対する感じ方
や考え方の違いを理解
する。 (手引き２・
３) 

５第三段を音読し，短歌
三首の内容と詠まれた
心情について考える。
(手引き４) 

６短歌の内容と心情につ
いての考察を踏まえ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 
 

【知】 
・言葉には，文化の継
承，発展，創造を支える
働きがあることを理解し
ている。 
・常用漢字の読みに慣
れ，主な常用漢字を書
き，文や文章の中で使っ
ている。 
・我が国の言語文化に特
徴的な語句の量を増し，
それらの文化的背景につ
いて理解を深め，文章の
中で使うことを通して，
語感を磨き語彙を豊かに
している。 
・文章の意味は，文脈の
中で形成されることを理
解している。 
【思】 
・「読むこと」におい
て，文章の種類を踏まえ
て，内容や構成，展開な
どについて叙述を基に的
確に捉えている。 
・「読むこと」におい
て，作品や文章に表れて

６ 
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を豊かにする。 
・文章の意味
は，文脈の中で
形成されること
を理解する。 
【思】 
・「読むこと」
において，文章
の種類を踏まえ
て，内容や構
成，展開などに
ついて叙述を基
に的確に捉え
る。 
・「読むこと」
において，作品
や文章に表れて
いるものの見
方，感じ方，考
え方を捉え，内
容を解釈する。 
【態】 
・進んで日本独
特の桜に対する
感性について理
解を深め，学習
課題に沿って本
文や引用歌の考
察を踏まえなが
ら筆者の桜への
思いを整理する
ことができる。 

て，筆者の桜への思い
を整理する。（手引き
５） 

 

 

 

 いるものの見方，感じ
方，考え方を捉え，内容
を解釈している。 
【態】 
・進んで日本独特の桜に
対する感性について理解
を深め，学習課題に沿っ
て本文や引用歌の考察を
踏まえながら筆者の桜へ
の思いを整理しようとし
ている。 

〇「漢字の読み書

き」 

【知】 
常用漢字の読みに

慣れ、主な常用漢

字を書き、文や文

章の中で使うこと

ができる。 

【態】 
・自ら進んで、
常用漢字の読
み・書きを学習
し、実社会で必
要な読み書きの
能力を身につけ
ようとする。 

１部首や熟語の構成、熟
語の意味を学ぶ。 

２小テストを行い、学習
の習熟状況を確認す
る。 

３学習の習熟に遅れがみ
られる場合には課題を
課したり、補習を行っ
たりして個別指導を行
う。 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 〇  

 

〇 
 

【知】 
常用漢字の読みに慣れ、
主な常用漢字を書き、文
や文章の中で使うことが
できている。 
【態】 
・自ら進んで、常用漢字
の読み・書きを学習し、
実社会で必要な読み書き
の能力を身につけようと
している。 

４ 
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２ 

〇「羅生門」 
【知】 
・言葉には，文
化の継承，発
展，創造を支え
る働きがあるこ
とを理解する。 
・常用漢字の読
みに慣れ，主な
常用漢字を書
き，文や文章の
中で使えるよう
になる。 
・我が国の言語
文化に特徴的な
語句の量を増
し，それらの文
化的背景につい
て理解を深め，
文章の中で使う
ことを通して，
語感を磨き語彙
を豊かにする。 
・文章の意味
は，文脈の中で
形成されること
を理解する。 
【思】 
・「読むこと」
において，文章
の種類を踏まえ
て，内容や構
成，展開などに
ついて叙述を基
に的確に捉え
る。 
・「読むこと」
において， 作品
の内容や解釈を
踏まえ，自分の
ものの見方，感
じ方，考え方を
深め，我が国の
言語文化につい
て自分の考えを
もつ。 
【態】 
・進んで本文の
構成や場面の展
開，表現の特色
を捉え，学習課
題に沿って，登
場人物の心情の
変化を読み取
り，主題につい
て考えようとす
る態度を養う。 
 

１全文を通読し，時代背
景を確かめる。（手引
き１） 

２場面の変化に注意し
て，本文全体を四つの
意味段落に分ける。 

３第一段を読み，「下
人」の内面の状態をま
とめる。（手引き３-
１） 

４「作者」の説明に従っ
て，「下人」の行動を
順を追って整理する。 

５「下人」の内面の変化
を順を追って整理す
る。（手引き２） 

６第二段を読み，「下
人」の目が捉えた「羅
生門」の楼上の情景を
整理する。 

７「下人」と「老婆」に
ついて，比喩で表現し
た箇所を抜き出し，比
喩の効果について考
え，まとめる。 

８第三段，第四段を読
み,「下人」と「老
婆」の行動を順を追っ
て整理する。 

９「なるほどな，……大
目に見てくれるであ
ろ。」に述べられた
「老婆」の主張につい
て考え，それを聞いた
「下人」が「引剥ぎ」
をしようと思った理由
を考える。（手引き
４・言語活動１） 

１０「下人」の内面の変
化を，変化のきっかけ
と関連づけながら，整
理する。（手引き２・
３-２・４) 

１１「黒洞々たる夜」と
いう表現に留意して，
「老婆」のその後につ
いて考える。 

１２「下人の行方は，誰
も知らない。」という
終わりを踏まえて，
「下人」がこの後，ど
うなったのかを想像
し，話し合う。（手引
き５） 

１３小説の主題につい
て，自分なりに考えて
文章にまとめた後、発
表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

【知】 
・言葉には，文化の継
承，発展，創造を支える
働きがあることを理解し
ている。 
・常用漢字の読みに慣
れ，主な常用漢字を書
き，文や文章の中で使っ
ている。 
・我が国の言語文化に特
徴的な語句の量を増し，
それらの文化的背景につ
いて理解を深め，文章の
中で使うことを通して，
語感を磨き語彙を豊かに
している。 
・文章の意味は，文脈の
中で形成されることを理
解している。 
【思】 
・「読むこと」におい
て，文章の種類を踏まえ
て，内容や構成，展開な
どについて叙述を基に的
確に捉えている。 
・「読むこと」におい
て， 作品の内容や解釈
を踏まえ，自分のものの
見方，感じ方，考え方を
深め，我が国の言語文化
について自分の考えをも
っている。 
【態】 
・進んで本文の構成や場
面の展開，表現の特色を
捉え，学習課題に沿っ
て，登場人物の心情の変
化を読み取り，主題につ
いて考えようとしてい
る。 

 

８ 
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〇「元になった
古典作品と読み
比べよう」 
【知】 
言葉には，文化
の継承，発展，
創造を支える働
きがあることを
理解する。 
【思】 
・「読むこと」
において，作品
や文章の成立し
た背景や他の作
品などとの関係
を踏まえ，内容
の解釈を深め
る。 
・「読むこと」
において， 作品
の内容や解釈を
踏まえ，自分の
ものの見方，感
じ方，考え方を
深め，我が国の
言語文化につい
て自分の考えを
もつ。 
【態】 
・進んで古典を
元にして作られ
た作品について
の理解を深め，
学習課題に沿っ
て，古典を元に
して作られた作
品と原作との違
いや創作性につ
いて考えようと
す る 態 度 を 養
う。 

１古典作品を元に書かれ
た作品について理解す
る。 

２原作（89ページ）の本
文のＡ～Ｄについて，
「羅生門」で対応する
箇所を探し，88 ページ
の（１）～（３）のい
ずれに該当するか考え
る。 

３２をもとに原作と「羅
生門」を比較し，「羅
生門」で省略・変更さ
れている点が果たす役
割について考える。 

４原作の波線ア～エにつ
いて，「羅生門」で対
応する箇所を探し，88
ページの（１）～
（３）のいずれに該当
するか考える。（課題
１） 

５ １で検討した中か
ら，重要だと思うもの
を選び，「羅生門」の
創作性にとってどのよ
うな意味を持つか，自
分の考えをまとめ，話
し合う。（課題２） 

６原作の後半部分（92 ペ
ージ）の波線オ～ケに
ついて，「羅生門」で
対応する箇所を探し，
88 ページの（１）～
（３）のいずれに該当
するか考える。（課題
３） 

 〇 

 

〇 

 

〇 

 

 〇 〇 〇 【知】 
言葉には，文化の継承，
発展，創造を支える働き
があることを理解してい
る。 
【思】 
・「読むこと」におい
て，作品や文章の成立し
た背景や他の作品などと
の関係を踏まえ，内容の
解釈を深めている。 
・「読むこと」におい
て， 作品の内容や解釈
を踏まえ，自分のものの
見方，感じ方，考え方を
深め，我が国の言語文化
について自分の考えをも
っている。 
【態】 
・進んで古典を元にして
作られた作品についての
理解を深め，学習課題に
沿って，古典を元にして
作られた作品と原作との
違いや創作性について考
えようとしている。 

２ 

〇「漢字の読み
書き」 
【知】 
常用漢字の読み
に慣れ、主な常
用漢字を書き、
文や文章の中で
使うことができ
る。 
【態】 
・自ら進んで、
常用漢字の読
み・書きを学習
し、実社会で必
要な読み書きの
能力を身につけ
ようとする。 

１部首や熟語の構成、熟
語の意味を学ぶ。 

２小テストを行い、学習
の習熟状況を確認す
る。 

３学習の習熟に遅れがみ
られる場合には課題を
課したり、補習を行っ
たりして個別指導を行
う。 

 
 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

【知】 
常用漢字の読みに慣れ、
主な常用漢字を書き、文
や文章の中で使うことが
できている。 
【態】 
・自ら進んで、常用漢字
の読み・書きを学習し、
実社会で必要な読み書き
の能力を身につけようと
している。 

 

 

４ 
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３ 

〇「古文に親し
む」 
【知】 
・言葉には，文
化の継承，発
展，創造を支え
る働きがあるこ
とを理解する。 
・我が国の言語
文化に特徴的な
語句の量を増
し，それらの文
化的背景につい
て理解を深め，
文章の中で使う
ことを通して，
語感を磨き語彙
を豊かにする。 
・文章の意味
は，文脈の中で
形成されること
を理解する。 
【思】 
・「読むこと」
において，文章
の種類を踏まえ
て，内容や構
成，展開などに
ついて叙述を基
に的確に捉え
る。 
【態】 
・進んで音読し
て古典の世界に
親しみ，学習課
題に沿って古文
のリズムや調子
を感じ取ろうと
する。 

１古文と現代文の違いに
ついて確認する。 

２古文の代表作品の冒頭
を音読する。 

３現代とは仮名遣いが違
うことを知る。 

４暗唱し，古文のリズム
や調子を体感する。
（手引き１・２） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

【知】 
・言葉には，文化の継
承，発展，創造を支える
働きがあることを理解し
ている。 
・我が国の言語文化に特
徴的な語句の量を増し，
それらの文化的背景につ
いて理解を深め，文章の
中で使うことを通して，
語感を磨き語彙を豊かに
している。 
・文章の意味は，文脈の
中で形成されることを理
解している。 
【思】 
・「読むこと」におい
て，文章の種類を踏まえ
て，内容や構成，展開な
どについて叙述を基に的
確に捉えている。 
【態】 
・進んで音読して古典の
世界に親しみ，学習課題
に沿って古文のリズムや
調子を感じ取ろうとして
いる。 
 

 

３ 

 

 

 

 

〇「児のそら
寝」 
【知】 
・言葉には，文
化の継承，発
展，創造を支え
る働きがあるこ
とを理解する。 
・我が国の言語
文化に特徴的な
語句の量を増
し，それらの文
化的背景につい
て理解を深め，
文章の中で使う
ことを通して，
語感を磨き語彙
を豊かにする。 
・文章の意味
は，文脈の中で

１本文を音読し，歴史的
仮名遣いに慣れる。
（手引き１・古文学習
のしるべ１） 

２児の気持ちの変化を整
理し，最後の描写の意
味について考える。
（手引き２・３） 

３現代語訳する際の注意
点を理解する。（古文
学習のしるべ１） 

  

 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 〇 〇 【知】 
・言葉には，文化の継
承，発展，創造を支える
働きがあることを理解し
ている。 
・我が国の言語文化に特
徴的な語句の量を増し，
それらの文化的背景につ
いて理解を深め，文章の
中で使うことを通して，
語感を磨き語彙を豊かに
している。 
・文章の意味は，文脈の
中で形成されることを理
解している。 
・古典の世界に親しむた
めに，古典を読むために
必要な文語のきまりや古
典特有の表現などについ
て理解している。 

３ 



 

15 

 

形成されること
を理解する。 
・古典の世界に
親しむために，
古典を読むため
に必要な文語の
きまりや古典特
有の表現などに
ついて理解す
る。 
・時間の経過や
地域の文化的特
徴などによる文
字や言葉の変化
について理解を
深め，古典の言
葉と現代の言葉
とのつながりに
ついて理解す
る。 
【思】 
「読むこと」に
おいて，文章の
種類を踏まえ
て，内容や構
成，展開などに
ついて叙述を基
に的確に捉え
る。 
【態】 
進んで歴史的仮
名遣いについて
理解し，学習課
題に沿って説話
のおもしろさを
読み取ろうとす
る態度を養う。 

・時間の経過や地域の文
化的特徴などによる文字
や言葉の変化について理
解を深め，古典の言葉と
現代の言葉とのつながり
について理解している。 
【思】 
「読むこと」において，
文章の種類を踏まえて，
内容や構成，展開などに
ついて叙述を基に的確に
捉えている。 
【態】 
進んで歴史的仮名遣いに
ついて理解し，学習課題
に沿って説話のおもしろ
さを読み取ろうとしてい
る。 
 

〇「漢字の読み
書き」 
【知】 
常用漢字の読み
に慣れ、主な常
用漢字を書き、
文や文章の中で
使うことができ
る。 
【態】 
・自ら進んで、
常 用 漢 字 の 読
み・書きを学習
し、実社会で必
要な読み書きの
能力を身につけ
ようとする。 

１部首や熟語の構成、熟
語の意味を学ぶ。 

２小テストを行い、学習
の習熟状況を確認す
る。 

３学習の習熟に遅れがみ
られる場合には課題を
課したり、補習を行っ
たりして個別指導を行
う。 

 〇 

 

〇 

 

 

〇 

 〇  〇 【知】 
常用漢字の読みに慣れ、
主な常用漢字を書き、文
や文章の中で使うことが
できている。 
【態】 
・自ら進んで、常用漢字
の読み・書きを学習し、
実社会で必要な読み書き
の能力を身につけようと
している。 

４ 

評価方法 

 

定期考査(３回)、小テスト、ノート、提出課題、授業への取り組み等 

 

配当時間合計 ３５ 

※なお、配当時間は生徒の状況により、必ずしも上記の通りに展開するものではない。 
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数学Ⅰ 

教科名 数学 科目名 数学Ⅰ 単位数 ２単位 

学年・類型 １学年・全類型 担当教員  

使用教科書・教材 
 数Ⅰ708 「高校数学Ⅰ」  実教出版 

 

 

教科の目標  数学科 の目標 

 

観

点 
ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に学習に取り組む態度 

趣 

旨 

数学における基本的な概念や

原理・法則を体系的に理解す

るとともに，事象を数学化し

たり，数学的に解釈したり，

数学的に表現・処理したりす

る技能を身に付けるようにす

る 

数学を活用して事象を論理的に考

察する力，事象の本質や他の事象

との関係を認識し統合的・発展的

に考察する力，数学的な表現を用

いて事象を簡潔・明瞭・的確に表

現する力を養う。 

数学のよさを認識し積極的に数学

を活用しようとする態度，粘り強

く考え数学的論拠に基づいて判断

しようとする態度，問題解決の過

程を振り返って考察を深めたり，

評価・改善したりしようとする態

度や創造性の基礎を養う。 

 

 

科目     数学Ⅰ の目標 

 

観

点 
ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に学習に取り組む態度 

趣 

旨 

（1）数と式，2 次関数，三角

比，集合と論証，及びデータ

の分析についての基本的な概

念や原理・法則を体系的に理

解するとともに，事象を数学

化したり，数学的に解釈した

り，数学的に表現・処理した

りする技能を身に付けるよう

にする。 

命題の条件や結論に着目し，数や

式を多面的にみたり目的に応じて

適切に変形したりする力，図形の

構成要素間の関係に着目し，図形

の性質や計量について論理的に考

察し表現する力，関数関係に着目

し，事象を的確に表現してその特

徴を表，式，グラフを相互に関連

付けて考察する力，社会の事象な

どから設定した問題について，デ

ータの散らばりや変量間の関係な

どに着目し，適切な手法を選択し

て分析を行い，問題を解決した

り，解決の過程や結果を批判的に

考察し判断したりする力を養う。 

数学のよさを認識し数学を活用し

ようとする態度，粘り強く考え数

学的論拠に基づいて判断しようと

する態度，問題解決の過程を振り

返って考察を深めたり，評価・改

善したりしようとする態度や創造

性の基礎を養う。 
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学習内容と評価の観点 

学

期 
単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 

評価の観点 
単元の（題材）の評価規準 

配当

時間 
知 思 態 

１ 

・式の見方を豊かにすると

ともに，整式の加法・減

法・乗法，および因数分解

について理解を深め，公式

などを利用して式の展開や

因数分解を能率よく計算で

きるようにする。 

Warm-up(ｐ４～７) 
数の計算法則 
1.加法と減法 
2.乗法 
3.素因数分解 
4.除法 
5.分数と除法 
 
 
 
１章 数と式 
 １節 整式 
 1．文字を含んだ式の

きまり 
2．整式 
3．整式の加法・減法 

 4．整式の乗法 
 

〇 〇 〇 【知識・技能】 
・数の四則計算に習熟できる 

・素因数分解ができる。 
・素因数分解を利用して分数
計算や数の除法ができる・単
項式と多項式について理解
できる。 
（発問評価・課題提出・定
期考査） 
 
【思考・判断・表現】 
・同類項をまとめること
や，かっこを外すことを利
用して，整式の加法・減法
を考察できる。 
・特定の文字に着目した
り，式を１つの文字で置き
換えたりして，式を多面的
に捉えることができる。 
 
（発問評価・課題提出・定
期考査） 
 
【主体的に学習に取組む態度】 
・数の計算に乗法公式や因
数分解の公式が利用できる
ことに関心を持ち，その計
算に公式を利用しようとし
ている。 
（授業態度・課題提出） 

28 

２ 

・式の見方を豊かにすると

ともに，整式の加法・減

法・乗法，および因数分解

について理解を深め，公式

などを利用して式の展開や

因数分解を能率よく計算で

きるようにする。 

１章 数と式 
 １節 整式 
  
 5．乗法公式による展

開 
 6．因数分解 

〇 〇 〇 【知識・技能】 
・乗法公式や因数分解の公
式の理解を深めることがで
きる。 
・式の展開や因数分解を，
公式を利用して処理するこ
とができる。 
（発問評価・課題提出・定
期考査） 
 
【思考・判断・表現】 
・特定の文字に着目した
り，式を１つの文字で置き
換えたりして，式を多面的
に捉えることができる。 
・式の展開と因数分解の相
互の関係がわかる。 
（発問評価・課題提出・定
期考査） 
 
【主体的に学習に取組む態度】 
・式の展開や因数分解に関
心をもち，目的に応じて式
を変形しようとしている。 
・数の計算に乗法公式や因
数分解の公式が利用できる
ことに関心を持ち，その計
算に公式を利用しようとし
ている。 
（授業態度・課題提出） 
 

28 
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３ 

・数を実数まで拡張するこ
との意義を理解し，実数の
概念や平方根を含む計算の
基本的な考え方について理
解する。 
・分数が有限小数や循環小

数で表される仕組みを理解

する。 

２節 実数 
 1．平方根とその計算 

 2．実数 

〇 〇 〇 【知識・理解】" 
・数を実数まで拡張するこ
との意義を理解している。 
・√を含む式の四則計算が
できる。 
・分母の有理化ができる。 
・いろいろな数を，自然
数，整数，有理数，無理数
で分類することができる。 
（発問評価・課題提出・定

期考査）"  

【思考・判断・表現】 
"・分数が，有限小数や循環
小数で表される仕組みを考
察することができる。 
・分母を有理化する意義が
わかる。 
・循環小数を分数で表すこ
とを考察できる。 
・数を拡張してきた過程や
数の四則計算の可能性につ
いて考察できる。 
（発問評価・課題提出・定

期考査）"  
【主体的に学習に取組む態度】 
"・√を含む式の計算に関心
をもち，いろいろな計算に
積極的に取り組もうとして
いる。 
・数の体系を実数まで拡張
する意義に気付くととも
に，数を拡張していく過程
に関心をもち，調べようと
している。 
（授業態度・課題提出）"  

14 

評価方法 

各単元において下記の３観点で評価し、総合的に評価をする。 

①知識理解 

発問評価・課題提出・定期考査による 

②思考・判断・表現 

発問評価・課題提出・定期考査による 

③主体的に学習に取組む態度 

授業態度・課題提出による。 

配当時間合

計 
７０ 

 工業高校の特性を活かし、関数電卓等の使用も取り入れた授業を、生徒の実態に合わせ行う場合もある。 
 各期末考査後の時間などを利用して「集合と論証」「データの分析」を取り扱う。 

※なお、配当時間は生徒の状況により、必ずしも上記の通りに展開するものではない。 
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英語コミュニケーションⅠ 
教

科

名 
外 国 語 科目名 

   英 語 
英語コミュニケーションⅠ 単位数 ２単位 

学年・類

型 
 1学年   必 修 担当教員  

使用教科書・

教材 

東京書籍  All Aboard! English Communication I 

 

 

教科の目標  外国語（英語）科 の目標 

 

観

点 
ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に学習に取り組む態度 

趣 

旨 

・外国語の音声や語彙、表
現、文法，言語の働きなどに
ついて理解を深めている。 
・外国語についての音声や語
彙、表現、文法、言語の働き
などの知識を、聞くこと、読
むこと、話すこと、書くこと
による実際のコミュニケーシ
ョンにおいて、目的や場面、
状況などに応じて適切に活用 
できる技能を身に付けてい

る。 

コミュニケーションを行う目的や
場面，状況などに応じて、日常的
な話題や社会的な話題について、
外国語で情報や考えなどの概要や
要点、詳細、話し手や書き手の意
図などを的確に理解したり、これ
らを活用して適切に表現したり伝
え合ったりしている。 

外国語の背景にある文化に対する
理解を深め、聞き手、読み手、話
し手、書き手に配慮しながら、主
体的、自律的に外国語を用いてコ
ミュニケーションを図ろうとして
いる。 

 

 

科目 英語コミュニケーションⅠ の目標 

 

観

点 
ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に学習に取り組む態度 

趣 

旨 

実際に英語を用いた言語活動
を通して、五つの領域別の目
標を達成するのにふさわしい
ものについて理解するととも
に、言語材料と言語活動とを
効果的に関連付け、実際のコ
ミュニケーションにおいて活
用できる技能を身に付けてい
る。 

具体的な課題等を設定し、コミュ
ニケーションを行う目的や場面、
状況などに応じて、情報を整理し
ながら考えなどを形成し、これら
を論理的に適切な英語で表現する
ことができる。 

外国語の背景にある文化に対する

理解を深め、聞き手、読み手、話

し手、書き手に配慮しながら、主

体的、自律的に外国語を用いてコ

ミュニケーションを図ろうとして

いる。 
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学習内容と評価の観点 

学

期 

単元の具体的な

指導目標 
指導項目・内容 

領域 評価の観点 

単元の（題材）の評価

規準 

配

当

時

間 
聞 読 

話[

や]
 

話[

発]
 

書 

知 思 態 

１ 

・身近な日常生
活の中にある英
語の単語を書
き，発音を確認
する。英語のア
ルファベットを
使って単語を正
確に書き，発音
する。 
 
 
 
 
 
・授業における
典型的な場面で
よく使われる英
語表現を学習す
し，実際に使っ
てみる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・辞書の使い方
と役に立つ用語
について学習す
る。また，疑問
詞のある疑問文
と答え方を学習
する。辞書を使
って単語を調べ
られるようにす
る。また，疑問
詞のある疑問文
と答え方を学習
する。 
 
 
 
 
 
 
・be動詞、一般

動詞を用いた文

○Warm-Up 1 
アルファベット 
 
［題材内容］ 
身近な日常生活の中にあ 
る英語の単語を書き，発 
音を確認する。 
 
［言語活動］ 
英語のアルファベットを 
使って単語を正確に書 
き，発音する。 
 
 
○Warm-Up 2 
教室で使う表現 

 
［題材内容］ 
授業における典型的な場 
面でよく使われる英語表 
現を学習する。 
 
［言語活動］ 
授業における典型的な場 
面でよく使われる英語表 
現を理解し，実際に使っ 
てみる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○Warm-Up 3 
辞書の使い方／疑問詞 
 
［題材内容］ 
辞書の使い方と役に立つ 
用語について学習する。 
疑問詞のある疑問文と答 
え方を学習する。 
 
［言語活動］ 
辞書を使って単語を調べ 
てみる。 
疑問詞のある疑問文と答 
え方を学習する。 
 
 
 
 
○Pre-Lesson 1 
My Name Is Ito Neko 
 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

[知識]アルファベット
について，その決まり
事などを理解してい
る。 
 
[技能]アルファベット
を正しく認識し，書く
ことができる技能を身
につけている。 
 
 
 
 
[知識]教室で使う表現
について，その使い方
や使う場面などを理解
している。 
 
[技能]教室で使う表現
について，その使い方
や使う場面などを正し
く認識し，適切に使う
ことができる技能を身
につけている。 
 
[思]教室で使う表現に
ついて，その使い方や
使う場面などを正しく
認識し，適切に使って
いる。 
 
[態] 教室で使う表現に
ついて，その使い方や
使う場面などを正しく
認識し，適切に使おう
としている。 
 
 
[知識]辞書の使い方/疑
問詞について，その使
い方や使う場面などを
理解している。 
 
[技能] 辞書の使い方/
疑問詞について，その
使い方や使う場面など
を正しく認識し，適切
に使うことができる技
能を身につけている。 
 
 
 
 
 
［知識］be動詞を用い
た文の形・意味・用法
を理解している。 
［技能］自分の名前・
性格・特徴などを，be

２
５ 
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の形・意味・用

法を理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・動詞の過去形

を用いた文の

形・意味・用法

を理解する。ま

た，世界の朝食

について学んだ

事柄や好きな食

べ物について，

自分の考えや好

み，その理由な

どを整理・理解

する。 

［言語材料］ 
be 動詞 
 
○Pre-Lesson 2 
I Like Junk Food! 
 
［言語材料］ 
一般動詞 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○Lesson 1 
Breakfast around the 

World 

 

 
［題材内容］ 
世界の朝食を紹介するス 
ピーチを通して，その特 
徴や相違を学習する。 
 
［言語材料］ 
過去形 
 
［言語活動］ 
好きな食べ物について， 

英語で述べることができ 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

動詞を用いて，相手に
伝える技能を身につけ
ている。 
 
[思]自分の名前・性
格・特徴などを整理し
て，相手が理解しやい
ように伝えている。自
分の日常の行動や食べ
物の好みなどを整理し
て，相手が理解しやす
いように伝えている。 
 
[態] 自分の名前・性
格・特徴などを整理し
て，相手が理解しやい
ように伝えようとして
いる。自分の日常の行
動や食べ物の好みなど
を整理して，相手が理
解しやすいように伝え
ようとしている。 
 
 
[知識]動詞の過去形を
用いた文の形・意味・
用法を理解している。
また，世界の朝食につ
いて学んだ事柄や好き
な食べ物について，自
分の考えや好み，その
理由などを整理・理解
している。 
［技能］世界の朝食に
ついて学んだ事柄を用
いて，好きな食べ物に
ついて，考えや好み，
その理由を話して伝え
る技能を身につけてい
る。また，過去にした
ことについて動詞の過
去形を用いて伝え合う
技能を身につけてい
る。 
[思] 世界の朝食に関し
て書かれた文章につい
て，聞いたり読んだり
したことを活用しなが
ら，好きな食べ物につ
いて，相手の意見を知
り，自分の考えをまと
めるために，自分の考
えや好み，その理由を
話したり書いたりして
伝え合っている。 
[態] 世界の朝食に関し
て書かれた文章につい
て，聞いたり読んだり
したことを活用しなが
ら，好きな食べ物につ
いて，相手の意見を知
り，自分の考えをまと
めるために，自分の考
えや好み，その理由を
話したり書いたりして
伝え合おうとしてい
る。 
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２ 

・進行形〈be 動

詞＋動詞の -ing

形〉を用いた文

の形・意味・用

法を理解する。

また，オースト

ラリアに生息す

る珍しい野生動

物について学ん

だ事柄や好きな

動物について，

自分の考えや好

み，その理由な

どを整理・理解

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 助 動 詞 can, 

will を用いた文

の形・意味・用

法を理解する。

また、列車運転

士の職業観の紹

○Lesson 2 
Australia’s Cute  

Quokkas 

 

 
［題材内容］ 
オーストラリアの珍しい 
野生動物クオッカと観光 
のルールについて学習す 
る。 
 
［言語材料］ 
進行形：〈be動詞＋動詞 
の-ing形〉 
 
［言語活動］ 
好きな動物について，英 
語で述べることができ 
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○Lesson 3 
A Train Driver in  

Sanriku 

 

 
［題材内容］ 
被災地を運行する列車運 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

［知識］進行形〈be動
詞＋動詞の-ing 形〉を
用いた文の形・意味・
用法を理解している。
また，オーストラリア
に生息する珍しい野生
動物について学んだ事
柄や好きな動物につい
て，自分の考えや好
み，その理由などを整
理・理解している。 
［技能］進行形〈be動

詞＋動詞の-ing 形〉の

理解をもとに，オース

トラリアに生息する珍

しい野生動物について

学んだ事柄を用いて，

好きな動物について，

考えや好み，その理由

などを話して伝え合う

技能を身につけてい

る。 

[思] オーストラリアに

生息する珍しい野生動

物に関して書かれた文

章について，聞いたり

読んだりしたことを活

用しながら，好きな動

物について，相手の意

見を知り，自分の考え

をまとめるために，考

えや好み，その理由な

どを話したり書いたり

して伝え合っている。 

[態] オーストラリアに

生息する珍しい野生動

物に関して書かれた文

章について，聞いたり

読んだりしたことを活

用しながら，好きな動

物について，相手の意

見を知り，自分の考え

をまとめるために，考

えや好み，その理由な

どを話したり書いたり

して伝え合おうとして

いる。 

 

 

 
［知識］助動詞 can, 
willを用いた文の形・
意味・用法を理解して
いる。 
［技能］列車運転士の

職業観の紹介やある場

所への行き方とそこで

３

０ 
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介やある場所へ

の行き方とそこ

でできること，

自分ができるこ

と・できないこ

とについて，助

動詞 can, willを

用いて，情報や

考えを話して伝

え合う技能を身

につける。 

転士のスピーチを通し 
て，職業の意義について 
考える。 
 
［言語材料］ 
助動詞：can, will 
 
［言語活動］ 
ある場所への行き方とそ 

こでできることについ 

て，英語で述べることが 

できる。 

できること，自分がで

きること・できないこ

とについて，助動詞

can, will を用いて，

情報や考えを話して伝

え合う技能を身につけ

ている。 

[思]被災地域で働く列

車運転士に関して書か

れた文章について，聞

いたり読んだりしたこ

とを活用しながら，あ

る場所への行き方とそ

こでできること，自分

ができること・できな

いことについて，相手

の意見を知り，自分の

考えをまとめるため

に，情報や考えを話し

たり書いたりして伝え

合っている。 

[態] 被災地域で働く列

車運転士に関して書か

れた文章について，聞

いたり読んだりしたこ

とを活用しながら，あ

る場所への行き方とそ

こでできること，自分

ができること・できな

いことについて，相手

の意見を知り，自分の

考えをまとめるため

に，情報や考えを話し

たり書いたりして伝え

合おうとしている。 
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３ 

・to 不定詞〈to

＋動詞の原形〉

を 用 い た 文 の

形・意味・用法

を理解する。ま

た、ウユニ塩原

で や り た い こ

と，行ってみた

い場所ややりた

い こ と に つ い

て ， to 不 定 詞

〈to＋動詞の原

形〉を用いて，

情報や考え，気

持ちを話して伝

え合う技能を身

につける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○Lesson 4 
A Miracle Mirror 

 

 
［題材内容］ 
海外の観光地について書 
かれたメールを通して， 
その魅力について学習す 
る。 
 
［言語材料］ 
to 不定詞：〈to＋動詞の 
原形〉 
 
［言語活動］ 
行ってみたい場所につい 

て，英語で述べることが 

できる。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ［知識］to不定詞〈to
＋動詞の原形〉を用い
た文の形・意味・用法
を理解している。 
［技能］ウユニ塩原で

やりたいこと，行って

みたい場所ややりたい

ことについて，to不定

詞〈to＋動詞の原形〉

を用いて，情報や考

え，気持ちを話して伝

え合う技能を身につけ

ている。 

[思] ある場所に関して

書かれた文章につい

て，聞いたり読んだり

したことを活用しなが

ら，行ってみたい場所

ややりたいことについ

て，相手の意見を知

り，自分の考えをまと

めるために，情報や考

え，気持ちを話したり

書いたりして伝え合っ

ている。 

[態] ある場所に関して

書かれた文章につい

て，聞いたり読んだり

したことを活用しなが

ら，行ってみたい場所

ややりたいことについ

て，相手の意見を知

り，自分の考えをまと

めるために，情報や考

え，気持ちを話したり

書いたりして伝え合お

うとしている。 

１

５ 

評価方法 

授業での取り組み、発言 

定期考査、小テスト 

ファイル提出 

配当時間合計 ７０ 

 

※なお、配当時間は生徒の状況により、必ずしも上記の通りに展開するものではない。 
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公共 

教科名 公民 科目名 公共 単位数 ２単位 

学年・類型  １学年 総合技術科 担当教員  

使用教科書・教材 

高等学校 新公共（第一学習社） 

新公共（第一学習社） 

担当教員オリジナルプリント 

 

教科の目標  公民  の目標 

 

観

点 
ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に学習に取り組む態度 

趣 

旨 

現代の諸問題を捉え考察し、
選択・判断するための手掛か
りとなる概念や理論について
理解するとともに、諸資料か
ら、倫理的主体などとして活
動するために必要となる情報
を適切かつ効果的に研究す
る。特に憲法問題について考
える。 

現代社会の諸問題の解決に向け
て、選択・判断の手掛かりとなる
考え方を駅な空間における基本原
理を活用して、事実を基に多面
的・多角的に考察し公正に判断し
たり、合意形成や社会参画を視野
に入れながら構想したことを議論
したりする。 

よりよい社会の実現を視野に、国
家及び社会の担い手として、現代
の諸問題を主体的に解決しようと
している。国の諸制度の妥当性に
も触れる。 

 

 

科目   公共   の目標 

 

観

点 
ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に学習に取り組む態度 

趣 

旨 

我が国初の、というより現憲

法の精神を受けて民法典第一

条に追加された第三項「公共

のためには権利の濫用を許さ

ず」の法的位置づけを知り、

考察する。宇奈月温泉事件を

例にとる。 

我が国初の、というより当該事案

と現憲法の」相受け入れざる点を

最高裁大法廷判決の「尊属殺人重

大規定」に見、昭和 46年の違憲

法令審査権の発動に至った経緯を

人命の尊重の云々に切り込む。 

我が国の裁判制度を裁判員制度、

刑罰の軽重、不適に鑑み、近年の

立法に見られる努力目標的な案件

を調べ、導入の経緯、運用、効果

を高校生でも当事者になり得る可

能性と、もしそうなった場合の対

処について考察する。 
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学習内容と評価の観点 

学

期 
単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 

評価の観点 
単元の（題材）の評価規準 

配当

時間 
知 思 態 

１ 

第 1篇公共の扉 
［知］自らの体験などを
振り返ることを通して，
自らを成長させる人間と
しての在り方生き方につ
いて理解している。 
・人間は，個人として相
互に尊重されるべき存在
であるとともに，対話を
通して互いの様々な立場
を理解し高め合うことの
できる社会的な存在であ
ることを理解している。 
・伝統や文化，先人の取
り組みや知恵に触れたり
することなどを通して，
自らの価値観を形成する
とともに，他者の価値観
を尊重することができる
ようになる存在であるこ
とについて理解してい
る。 
・自分自身が自主的によ

りよい公共的な空間を作

り出していこうとする自

立した主体になること

が，自らのキャリア形成

とともに，よりよい社会

の形成に結び付くことを

理解している。 
・選択・判断の手掛かり
として，行為の結果であ
る個人や社会全体の幸福
を重視する考え方や，行
為の動機となる公正など
の義務を重視する考え方
などについて理解してい
る。 
・現代の諸課題について
自らも他者も共に納得で
きる解決方法を見いだす
ことに向け，上に示す考
え方を活用することを通
して，行為者自身の人間
としての在り方生き方に
ついて探求することが，
よりよく生きていく上で
重要であることについて
理解している。 
・人間としての在り方生

き方に関わる諸資料か

ら，よりよく生きる行為

者として活動するために

必要な情報を収集し，読

み取る技能を身に付けて

いる。 
・各人の意見や利害を公
平・公正に調整すること
などを通して，人間の尊

社会に生きる私たちの自

覚を促す 

個人の尊厳と自主・自立 

多様性と共通性 

伝統文化とのかかわり 

自立した主体をめざして 

人間と社会の在り方につ

いての見方・考え方 

 

人間の尊厳と平等、個人

の尊重 

民主主義と法の支配 

事由。権利と責任・責務 

日本国憲法に生きる基本

的原理 

 

法や規範の意義の役割 

① 私たちと法 

② 法と基本的人権 

③ 事由に生きる権利と

法・規範 

④ 平等に生きる権利と

法・規範 

⑤ 安全で豊かに生きる

権利と法・規範 

⑥ 法をより良いものに

するための権利 

 

契約と消費者の権利・責

任 

① さまざまな契約と法 

② 消費者の権利と責任 

 

司法参加の意義 

① 裁判所と司法 

② 国民の司法参加 

 

政治参加と公正な世論形

成 

① 私たちと選挙 

② 選挙の現状と課題 

③ 世論の形成と政治参

加 

④ 国会と法 

⑤ 内閣と行政 

⑥ 地方自治と住民福祉 

国際社会と国家主権 

① 国家と国際法 

② 国境と領土問題 

③ 国際連合の役位割と

課題 

〇 〇 〇  
［知］自らの体験などを振
り返ることを通して，自ら
を成長させる人間としての
在り方生き方について理解
できている。 
・人間は，個人として相互
に尊重されるべき存在であ
るとともに，対話を通して
互いの様々な立場を理解し
高め合うことのできる社会
的な存在であることを理解
できている。 
・伝統や文化，先人の取り
組みや知恵に触れたりする
ことなどを通して，自らの
価値観を形成するととも
に，他者の価値観を尊重す
ることができるようになる
存在であることについて理
解できている。 
・自分自身が自主的により

よい公共的な空間を作り出

していこうとする自立した

主体になることが，自らの

キャリア形成とともに，よ

りよい社会の形成に結び付

くことを理解できている。 
・選択・判断の手掛かりと
して，行為の結果である個
人や社会全体の幸福を重視
する考え方や，行為の動機
となる公正などの義務を重
視する考え方などについて
理解できている。 
・現代の諸課題について自
らも他者も共に納得できる
解決方法を見いだすことに
向け，上に示す考え方を活
用することを通して，行為
者自身の人間としての在り
方生き方について探求する
ことが，よりよく生きてい
く上で重要であることにつ
いて理解できている。 
・人間としての在り方生き

方に関わる諸資料から，よ

りよく生きる行為者として

活動するために必要な情報

を収集し，読み取る技能を

身に付けていた。 
・各人の意見や利害を公
平・公正に調整することな
どを通して，人間の尊厳と
平等，協働の利益と社会の
安定性の確保を共に図るこ
とが，公共的な空間を作る
上で必要であることについ
て理解できている。 
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厳と平等，協働の利益と
社会の安定性の確保を共
に図ることが，公共的な
空間を作る上で必要であ
ることについて理解して
いる。 
・人間の尊厳と平等，個

人の尊重，民主主義，法

の支配，自由・権利と責

任・義務など，公共的な

空間における基本的原理

について理解している。 
［思］公共的な空間と人
間との関わり，個人の尊
厳と自主・自律，人間と
社会の多様性と共通性な
どに着目して考えてい
る。 
・社会に参画する自立し

た主体とは，孤立して生

きるのではなく，地域社

会などの様々な集団の一

員として生き，他者との

協働により当事者として

国家・社会などの公共的

な空間を作る存在である

ことについて，多面的・

多角的に考察し，表現し

ている。 
・幸福，正義，公正など
に着目して考えている。 
・倫理的価値の判断にお

いて，行為の結果である

個人や社会全体の幸福を

重視する考え方と，行為

の動機となる公正などの

義務を重視する考え方な

どを活用し，自らも他者

も共に納得できる解決方

法を見いだすことに向

け，思考実験など概念的

な枠組みを用いて考察す

る活動を通して，人間と

しての在り方生き方を多

面的・多角的に考察し，

表現している。 

・公共的な空間における

基本的原理について，思

考実験など概念的な枠組

みを用いて考察する活動

を通して，個人と社会と

の関わりにおいて多面

的・多角的に考察し，表

現している。 

［態］公共的な空間をつ

くる私たちについて，現

代の諸課題を主体的に解

 

日本の安全保障と防衛 

① 平和主義と安全保障 

② 日本の安全保障体制

の変容 

③ 核兵器の廃絶と国際

平和 

 

国際社会の変化と日本の

役割 

① 今日の国際政治 

② 人権・民族問題と地

域紛争 

③ 国際社会における日

本の役割 

 

 
 
 
 
・人間の尊厳と平等，個人

の尊重，民主主義，法の支

配，自由・権利と責任・義

務など，公共的な空間にお

ける基本的原理について理

解できている。 
［思］公共的な空間と人間
との関わり，個人の尊厳と
自主・自律，人間と社会の
多様性と共通性などに着目
して考えられる。 
・社会に参画する自立した

主体とは，孤立して生きる

のではなく，地域社会など

の様々な集団の一員として

生き，他者との協働により

当事者として国家・社会な

どの公共的な空間を作る存

在であることについて，多

面的・多角的に考察し，表

現できる。 
・幸福，正義，公正などに
着目して考えられる。 
・倫理的価値の判断におい

て，行為の結果である個人

や社会全体の幸福を重視す

る考え方と，行為の動機と

なる公正などの義務を重視

する考え方などを活用し，

自らも他者も共に納得でき

る解決方法を見いだすこと

に向け，思考実験など概念

的な枠組みを用いて考察す

る活動を通して，人間とし

ての在り方生き方を多面

的・多角的に考察し，表現

できる。 

・公共的な空間における基

本的原理について，思考実

験など概念的な枠組みを用

いて考察する活動を通し

て，個人と社会との関わり

において多面的・多角的に

考察し，表現している。 

［態］公共的な空間をつく

る私たちについて，現代の

諸課題を主体的に解決する

ことができる。 

・公共的な空間における人

間としてのあり方生き方に

ついて，選択・判断の手掛

かりとなる考え方も活用し



 

29 

 

決しようとしている。 

・公共的な空間における

人間としてのあり方生き

方について，選択・判断

の手掛かりとなる考え方

も活用しながら，現代の

諸課題を主体的に解決し

ようとしている。 

・公共的な空間における

基本的原理をふまえて，

現代の諸課題を主体的に

解決しようとしている。 

ながら，現代の諸課題を主

体的に解決できる。 
・公共的な空間における基
本的原理をふまえて，現代
の諸課題を主体的に解決で
きる。 

 定期考査  〇 〇   ２ 

２ 

第 3章 

経済的な主体となる私た

ち 
［知］・雇用と労働問題
に関わる現実社会の事柄
や課題を理解している。 
・経済の基本的なしくみ
や考え方を理解してい
る。 
・労働に関わる法や権利
を理解している。 
・雇用事情の変化と様々
な労働問題を理解し，問
題を解決するための取り
組みを理解している。 
・現実社会の諸課題に関
わる諸資料から，自立し
た主体として活動するた
めに必要な情報を適切か
つ効果的に収集し，読み
取り，まとめる技能を身
に付けている。 
・社会の変化と職業観に
関わる現実社会の事柄や
課題を理解している。 
・戦後の日本経済のあゆ
みについて理解し，現代
の課題について理解して
いる。 
・技術革新の進展による
産業構造や生活の変化に
ついて理解している。 
・企業のはたらきと社会
的責任について理解して
いる。 
・中小企業や農林水産業
の課題を理解し，その解
決のためにどのような取
り組みが行われているの
かを理解している。 
・現実社会の諸課題に関

わる諸資料から，自立し

た主体として活動するた

めに必要な情報を適切か

つ効果的に収集し，読み

取り，まとめる技能を身

に付けている。 
・市場経済の機能と限界

雇用と労働問題 

① 私たちと経済 

② 労働者と権利 

③ 労働環境と課題 

 

社会の変化と価値観 

① 日本経済のこれまで

のこれから 

② 技術革新の進展 

③ 現代の企業 

④ 中小企業の現状の役

割 

⑤ 日本の農林水産業 

 

市場経済の機能と限界 

① 市場経済と経済運営 

② 市場のしくみ 

③ 経済発展と環境保全 

④ 国民所得と私たちの

生活 

⑤ 経済成長と国民の福

祉 

 

金融の働き 

① 金融の意義と役割 

② 金融のいま 

 

財政の役割と社会保障 

① 財政の仕組みと 

② 日本の財政の課題 

③ 社会保障と国民福祉 

④ これからの社会保障 

経済のグローカル化 

① 国際分業と貿易 

② 国際収支と国際経済

体制 

③ 外国為替相場の動き 

④ グローカル化する経

済 

⑤ 地域的経済統合 

⑥ 国際社会における貧

〇 〇 〇  

 
［知］・雇用と労働問題に
関わる現実社会の事柄や課
題を理解できている。 
・経済の基本的なしくみや
考え方を理解している。 
・労働に関わる法や権利を
理解できている。 
・雇用事情の変化と様々な
労働問題を理解し，問題を
解決するための取り組みを
理解できている。 
・現実社会の諸課題に関わ
る諸資料から，自立した主
体として活動するために必
要な情報を適切かつ効果的
に収集し，読み取り，まと
める技能を身に付けること
ができる。 
・社会の変化と職業観に関
わる現実社会の事柄や課題
を理解できている。 
・戦後の日本経済のあゆみ
について理解し，現代の課
題について理解している。 
・技術革新の進展による産
業構造や生活の変化につい
て理解できている。 
・企業のはたらきと社会的
責任について理解できてい
る。 
・中小企業や農林水産業の
課題を理解し，その解決の
ためにどのような取り組み
が行われているのかを理解
できている。 
・現実社会の諸課題に関わ
る諸資料から，自立した主
体として活動するために必
要な情報を適切かつ効果的
に収集し，読み取り，まと
める技能を身に付けること
ができる。 
・市場経済の機能と限界に
関わる現実社会の事柄や課
題を理解できている。 
・経済における政府の関わ
り方を理解できている。 
・市場の基本である需要と
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に関わる現実社会の事柄
や課題を理解している。 
・経済における政府の関
わり方を理解している。 
・市場の基本である需要
と供給との関係について
理解している。 
・公害問題と環境保全に
ついて理解している。 
・国民所得や景気変動の
種類やしくみについて理
解している。 
・現実社会の諸課題に関
わる諸資料から，自立し
た主体として活動するた
めに必要な情報を適切か
つ効果的に収集し，読み
取り，まとめる技能を身
に付けている。 
・金融のはたらきに関わ
る現実社会の事柄や課題
を理解している。 
・金融機関の役割と金融
政策，金融における技術
革新について，生活との
関わりのなかで理解して
いる。 
・現実社会の諸課題に関
わる諸資料から，自立し
た主体として活動するた
めに必要な情報を適切か
つ効果的に収集し，読み
取り，まとめる技能を身
に付けている。 
・財政の役割と社会保障
に関わる現実社会の事柄
や課題を理解している。 
・財政の意義やしくみ，
日本の財政の課題を理解
している。 
・社会保障の意義やしく
み，日本の社会保障制度
の課題を理解している。 
・現実社会の諸課題に関

わる諸資料から，自立し

た主体として活動するた

めに必要な情報を適切か

つ効果的に収集し，読み

取り，まとめる技能を身

に付けている。 
・経済のグローバル化に
関わる現実社会の事柄や
課題を理解している。 
・貿易の必要性や自由貿
易と保護貿易の違いを理
解している。 
・国際収支の種類と，国
際収支の均衡のための国
際機関の機能を理解して
いる。 
・円高・円安のしくみと
影響について具体的に理
解している。 
・経済のグローバル化の
正負の側面，グローバル

困や格差 

⑦ 地球環境問題 

⑧ 資源・エネルギー問題 

⑨ 国際社会のこれから 

供給との関係について理解
できている。 
・公害問題と環境保全につ

いて理解できている。 

 

 

 

 
・国民所得や景気変動の種
類やしくみについて理解で
きている。 
・現実社会の諸課題に関わ
る諸資料から，自立した主
体として活動するために必
要な情報を適切かつ効果的
に収集し，読み取り，まと
める技能を身に付けること
ができる。 
・金融のはたらきに関わる
現実社会の事柄や課題を理
解できている。 
・金融機関の役割と金融政
策，金融における技術革新
について，生活との関わり
のなかで理解できている。 
・現実社会の諸課題に関わ
る諸資料から，自立した主
体として活動するために必
要な情報を適切かつ効果的
に収集し，読み取り，まと
める技能を身に付けること
ができる。 
・財政の役割と社会保障に
関わる現実社会の事柄や課
題を理解できている。 
・財政の意義やしくみ，日
本の財政の課題を理解でき
ている。 
・社会保障の意義やしく
み，日本の社会保障制度の
課題を理解できている。 
・現実社会の諸課題に関わ
る諸資料から，自立した主
体として活動するために必
要な情報を適切かつ効果的
に収集し，読み取り，まと
める技能を身に付けること
ができる。 
・経済のグローバル化に関
わる現実社会の事柄や課題
を理解できている。 
・貿易の必要性や自由貿易
と保護貿易の違いを理解で
きている。 
・国際収支の種類と，国際
収支の均衡のための国際機
関の機能を理解できてい
る。 
・円高・円安のしくみと影
響について具体的に理解で
きている。 
・経済のグローバル化の正
負の側面，グローバル化が
日本経済にどのような影響
を与えているかを理解でき
ている。 
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化が日本経済にどのよう
な影響を与えているかを
理解している。 
・地域的経済統合の種類
や課題について理解して
いる。 
・南北問題の原因や発展
途上国の抱える問題につ
いて理解している。 
・現実社会の諸課題に関

わる諸資料から，自立し

た主体として活動するた

めに必要な情報を適切か

つ効果的に収集し，読み

取り，まとめる技能を身

に付けている。 
［思］・法分野の基本的
人権とも関連させ，幸
福，正義，公正などに着
目して，多面的・多角的
に考察し，表現してい
る。 
・自立した主体として解

決が求められる具体的な

主題を設定し，合意形成

や社会参画を視野に入れ

ながら，その主題の解決

に向けて事実を基に協働

して考察したり構想した

りしたことを，論拠をも

って表現している。 

・歴史や情報など他教科

で学んだ知識もふまえ，

幸福，正義，公正などに

着目して，多面的・多角

的に考察し，表現してい

る。 

・自立した主体として解

決が求められる具体的な

主題を設定し，合意形成

や社会参画を視野に入れ

ながら，その主題の解決

に向けて事実を基に協働

して考察したり構想した

りしたことを，論拠をも

って表現している。 

・歴史など他教科で学ん

だ知識もふまえ，幸福，

正義，公正などに着目し

て，多面的・多角的に考

察し，表現している。 

・自立した主体として解

決が求められる具体的な

主題を設定し，合意形成

や社会参画を視野に入れ

ながら，その主題の解決

に向けて事実を基に協働

・地域的経済統合の種類や
課題について理解できてい
る。 
・南北問題の原因や発展途
上国の抱える問題について
理解できている。 
・現実社会の諸課題に関わ

る諸資料から，自立した主

体として活動するために必

要な情報を適切かつ効果的

に収集し，読み取り，まと

める技能を身に付けること

ができる。 
［思］・法分野の基本的人
権とも関連させ，幸福，正
義，公正などに着目して，
多面的・多角的に考察し，
表現できる。 
・自立した主体として解決
が求められる具体的な主題
を設定し，合意形成や社会
参画を視野に入れながら，
その主題の解決に向けて事
実を基に協働して考察した
り構想したりしたことを，
論拠をもって表現できる。 
・歴史や情報など他教科で
学んだ知識もふまえ，幸
福，正義，公正などに着目
して，多面的・多角的に考
察し，表現できる。 
・自立した主体として解決
が求められる具体的な主題
を設定し，合意形成や社会
参画を視野に入れながら，
その主題の解決に向けて事
実を基に協働して考察した
り構想したりしたことを，
論拠をもって表現できる。 
・歴史など他教科で学んだ
知識もふまえ，幸福，正
義，公正などに着目して，
多面的・多角的に考察し，
表現できる。 
・自立した主体として解決
が求められる具体的な主題
を設定し，合意形成や社会
参画を視野に入れながら，
その主題の解決に向けて事
実を基に協働して考察した
り構想したりしたことを，
論拠をもって表現できる。 
・家庭科など他教科で学ん
だ知識もふまえ，幸福，正
義，公正などに着目して，
多面的・多角的に考察し，
表現できる。 
・自立した主体として解決
が求められる具体的な主題
を設定し，合意形成や社会
参画を視野に入れながら，
その主題の解決に向けて事
実を基に協働して考察した
り構想したりしたことを，
論拠をもって表現できる。 
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して考察したり構想した

りしたことを，論拠をも

って表現している。 
・家庭科など他教科で学
んだ知識もふまえ，幸
福，正義，公正などに着
目して，多面的・多角的
に考察し，表現してい
る。 
・自立した主体として解
決が求められる具体的な
主題を設定し，合意形成
や社会参画を視野に入れ
ながら，その主題の解決
に向けて事実を基に協働
して考察したり構想したり
したことを，論拠をもって表
現している。 
・少子高齢化・人口減少など
の社会背景をふまえ，幸
福，正義，公正などに着目し
て考えている。 
・自立した主体として解決が

求められる具体的な主題を

設定し，合意形成や社会参

画を視野に入れながら，そ

の主題の解決に向けて事実

を基に協働して考察したり

構想したりしたことを，論拠

をもって表現している。 
・地理など他教科で学んだ
知識もふまえ，幸福，正義，
公正などに着目して，政治
分野の国際機関の取り組み
などとも関連させ，多面的・
多角的に考察し，表現して
いる。 
・自立した主体として解決が

求められる具体的な主題を

設定し，合意形成や社会参

画を視野に入れながら，そ

の主題の解決に向けて事実

を基に協働して考察したり

構想したりしたことを，論拠

をもって表現している。 

［態］・雇用と労働問題

について，現代の諸課題

を主体的に解決し，自分

の将来のあり方について

考えようとしている。 

・社会の変化と職業観に

ついて，現代の諸課題を

主体的に解決し，自分の

将来のあり方について考

えようとしている。 

・市場経済の機能と限界

について，現代の諸課題

を主体的に解決しようと

している。 

・少子高齢化・人口減少な

どの社会背景をふまえ，幸

福，正義，公正などに着目

して考えることができる。 

・自立した主体として解決

が求められる具体的な主題

を設定し，合意形成や社会

参画を視野に入れながら，

その主題の解決に向けて事

実を基に協働して考察した

り構想したりしたことを，

論拠をもって表現できる。 
・地理など他教科で学んだ
知識もふまえ，幸福，正
義，公正などに着目して，
政治分野の国際機関の取り
組みなどとも関連させ，多
面的・多角的に考察し，表
現できる。 
・自立した主体として解決
が求められる具体的な主題
を設定し，合意形成や社会
参画を視野に入れながら，
その主題の解決に向けて事
実を基に協働して考察した
り構想したりしたことを，
論拠をもって表現できる。 
［態］・雇用と労働問題に
ついて，現代の諸課題を主
体的に解決し，自分の将来
のあり方について考えるこ
とができる。 
・社会の変化と職業観につ
いて，現代の諸課題を主体
的に解決し，自分の将来の
あり方について考えること
ができる。 
・市場経済の機能と限界に
ついて，現代の諸課題を主
体的に解決しようとしてい
た。 
・金融のはたらきについ
て，現代の諸課題を主体的
に解決しようとしていた。 
・自分の生き方もふまえ，
自分の資産の扱いについて
どうすべきかを考えようと
していた。 
・財政の役割と社会保障に
ついて，現代の諸課題を主
体的に解決しようとしてい
た。 
・経済のグローバル化につ
いて，現代の諸課題を主体
的に解決しようとしてい
た。 
・国際社会の貧困や格差の

問題の解決について，自分

自身の問題として理解し，

解決するための具体的な行

動をとることができる。 
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・金融のはたらきについ
て，現代の諸課題を主体
的に解決しようとしてい
る。 
・自分の生き方もふま
え，自分の資産の扱いに
ついてどうすべきかを考
えようとしている。 
・財政の役割と社会保障

について，現代の諸課題

を主体的に解決しようと

している。 
・経済のグローバル化に
ついて，現代の諸課題を
主体的に解決しようとし
ている。 
・国際社会の貧困や格差

の問題の解決について，

自分自身の問題として理

解し，解決するための具

体的な行動をとってい

る。 

 

 定期考査  〇 〇   ２ 

３ 

第 3編 

持続可能な社会づくりの

主体となる私たち 

［知］地球環境問題，資

源・エネルギー問題，生

命倫理，情報，国際社会

の課題に関して，これま

で学んだ内容や課題を解

決するための知識を理解

している。 
［思］地域の創造，より
よい国家・社会の構築及
び平和で安定した国際社
会の形成へ主体的に参画
し，共に生きる社会を築
くという観点から課題を
見いだしている。 
・これまでの学習を関連
させ，幸福，正義，公正
などに着目して，多面
的・多角的に考察し，表
現している。 
・その課題の解決に向け

て事実を基に協働して考

察，構想し，妥当性や効

果，実現可能性などを指

標にして，論拠を基に自

分の考えを説明，論述し

ている。 

［態］地球環境問題，資

源・エネルギー問題，生

命倫理，情報，国際社会

の課題に関する現代の諸

課題を，主体的に解決し

持続可能な社会づくりの

主体となる私たち 

① 排出権取引を考える

～地球環境問題 

② ベストミックスを考

える～資源・エネル

ギー問題 

③ ゲノム編集を考える

～生命倫理 

④ インターネットによ

る投票を考える～情

報 

⑤ フェアトレードを考

える～国際社会の課

題 
 

〇 〇 〇  

 

［知］地球環境問題，資

源・エネルギー問題，生命

倫理，情報，国際社会の課

題に関して，これまで学ん

だ内容や課題を解決するた

めの知識を理解できる。 
［思］地域の創造，よりよ
い国家・社会の構築及び平
和で安定した国際社会の形
成へ主体的に参画し，共に
生きる社会を築くという観
点から課題を見いだすこと
ができる。 
・これまでの学習を関連さ
せ，幸福，正義，公正など
に着目して，多面的・多角
的に考察し，表現できる。 
・その課題の解決に向けて

事実を基に協働して考察，

構想し，妥当性や効果，実

現可能性などを指標にし

て，論拠を基に自分の考え

を説明，論述することがで

きる。 

［態］地球環境問題，資

源・エネルギー問題，生命

倫理，情報，国際社会の課

題に関する現代の諸課題

を，主体的に解決しようと

していた。 

19 
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ようとしている。 

定期考査  〇 〇   １ 

評価方法 

定期考査（1 学期中間・期末／2 学期中間・期末／3学期年度末／

計 5回） 

サブノート達成状況 

発問評価・授業態度 

配当時間合

計 
７０ 

※なお、配当時間は生徒の状況により、必ずしも上記の通りに展開するものではない。 
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体育 

教科名 保健体育 科目名 体育 単位数 ２単位 

学年・類型 １学年・共通 担当教員  

使用教科書・教材 
 現代高等保健体育（大修館書店） 

 

 

教科の目標   保健体育    の目標 

 

観

点 
ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に学習に取り組む態度 

趣 

旨 

各種の運動の特性に応じた技

能等及び社会生活における健

康・安全について理解すると

ともに、技能を身につけるよ

うにする。 

運動や健康についての自他や社会

の課題を発見し、合理的、計画的

な解決に向けて思考し判断すると

ともに、他社に伝える力を養う。 

生涯にわたって継続して運動に親

しむとともに健康の保持増進と体

力の向上を目指し、明るく豊かで

活力ある生活を営む態度を養う。 

 

 

科目     体育    の目標 

 

観

点 
ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に学習に取り組む態度 

趣 

旨 

運動の合理的、計画的な実践

を通して、運動の楽しさや喜

びを深く味わい、生涯にわた

って運動を豊かに継続するこ

とができるようにするため、

運動の多様性や体力の必要性

について理解するとともに、

それらの技能を身につけるよ

うにする。 

生涯にわたって運動を豊かに継続

するための課題を発見し、合理

的、計画的な解決に向けて思考し

判断するとともに、自己や仲間の

考えたことを他社に伝える力を養

う。 

運動における競争や協働の経験を

通して、公正に取り組む、互いに

協力する、自己の責任を果たす、

参画する、一人一人の違いを大切

にしようとするなどの意欲を育て

るとともに、健康・安全を確保し

て、生涯にわたって継続して運動

に親しむ態度を養う。 
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学習内容と評価の観点 

学

期 
単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 

評価の観点 
単元の（題材）の評価規準 

配当

時間 
知 思 態 

１ 

・定期的・計画的に運動を

継続することは，心身の健

康，健康や体力の保持増進

につながる意義があること

について、言ったり、書き

だすことができるようにす

る。 

・サービスでは，ボールを

ねらった場所に打つことが

できるようにする。 

・体力や技能の程度，性別

等の違いに配慮して，仲間

とともに球技を楽しむため

の活動の方法や修正の仕方

を見付けることができるよ

うにする。 

・一人一人の違いに応じた

課題や挑戦及び修正などを

大切にしようとすることが

できるようにする。 

オリエンテーション 
 
体つくり運動 
 

バドミントン 

 

スポーツテスト 

 

バドミントン 

 

体育理論 

 

〇 〇 〇 ・定期的・計画的に運動を

継続することは ， 心身の

健康 ， 健康や体力の保持

増進につながる意義があ

ることについて,言ったり

書き出したりしている。 

・サービスでは ， ボールを

ねらった場所に打つこと

ができる。 

・体力や技能の程度 ， 性別

等の違いに配慮して ， 仲

間とともに球技を楽しむ

ための活動の方法や修正

の仕方を見付けている。 

・一人一人の違いに応じた

課題や挑戦及び修正など

を大切にしようとしてい

る。 

 

28 

２ 

・球技の各型の各種目にお

いて用いられる技術や戦

術，作戦には名称があり，

それらを身に付けるための

ポイントがあることを理解

することができるようにす

る。 

・ゴールの枠内にシュート

をコントロールすることが

できるようにする。 

・体力や技能の程度，性別

等の違いに配慮して，仲間

とともに球技を楽しむため

の活動の方法や修正の仕方

を見付けることができるよ

うにする。 

・一人一人の違いに応じた

課題や挑戦及び修正などを

大切にしようとすることが

できるようにする。 

バスケットボール 

 

 

体育理論 

 

 

 

サッカー 

 

体育理論 

 

〇 〇 〇 

・球技の各型の各種目にお

いて用いられる技術や戦

術 ， 作戦には名称があ

り ， それらを身に付ける

ためのポイントがあるこ

とについて,学習した具体

例を挙げている。 

・ゴールの枠内にシュート

をコントロールすること

ができる。 

・体力や技能の程度 ， 性別

等の違いに配慮して ， 仲

間とともに球技を楽しむ

ための活動の方法や修正

の仕方を見付けている。 

・一人一人の違いに応じた

課題や挑戦及び修正など

を大切にしようとしてい

る。 

 

28 
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３ 

・技術と関連させた運動や

練習を繰り返したり，継続

して行ったりすることで，

結果として体力を高めるこ

とができることを理解でき

るようにする。 

・自己の体力や技能の程度

に合ったペースを維持して

走ることができるようにす

る。 

・体力や技能の程度，性別

等の違いに配慮して，仲間

とともに球技を楽しむため

の活動の方法や修正の仕方

を見付けることができるよ

うにする。 

・一人一人の違いに応じた

課題や挑戦及び修正などを

大切にしようとすることが

できるようにする。 

陸上競技 

 

体育理論 
 

〇 〇 〇 ・技術と関連させた運動や

練習を繰り返したり ， 継

続して行ったりすること

で ， 結果として体力を高

めることができることに

ついて,言ったり書き出し

たりしている。 

・自己の体力や技能の程度

に合ったペースを維持し

て走ることができる。 

・体力や技能の程度 ， 性別

等の違いに配慮して ， 仲

間とともに球技を楽しむ

ための活動の方法や修正

の仕方を見付けている。 

・一人一人の違いに応じた

課題や挑戦及び修正など

を大切にしようとしてい

る。 

 

14 

評価方法 
授業観察、学習カード、提出物等 配当時間合

計 
70 

 

※なお、配当時間は生徒の状況により、必ずしも上記の通りに展開するものではない。 
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保健 

教科名 保健体育 科目名 保健 単位数 １単位 

学年・類型 １学年・共通 担当教員  

使用教科書・教材 
 現代高等保健体育（大修館書店） 

 

 

教科の目標   保健体育   の目標 

 

観

点 
ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に学習に取り組む態度 

趣 

旨 

各種の運動の特性に応じた技

能等及び社会生活における健

康・安全について理解すると

ともに、技能を身につけるよ

うにする。 

運動や健康についての自他や社会

の課題を発見し、合理的、計画的

な解決に向けて思考し判断すると

ともに、他社に伝える力を養う。 

生涯にわたって継続して運動に親

しむとともに健康の保持増進と体

力の向上を目指し、明るく豊かで

活力ある生活を営む態度を養う。 

 

 

科目   保健   の目標 

 

観

点 
ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に学習に取り組む態度 

趣 

旨 

個人及び社会生活における健

康・安全について理解を深め

るとともに、技能を身に付け

るようにする。 

健康についての自他や社会の課題

を発見し、合理的、計画的な解決

に向けて思考し判断するととも

に、目的や状況に応じて他者に伝

える力を養う。 

生涯を通じて自他の健康の保持増

進やそれを支える環境づくりを目

指し、明るく豊かで活力ある生活

を営む態度を養う。 
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学習内容と評価の観点 

学

期 
単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 

評価の観点 
単元の（題材）の評価規準 

配当

時間 
知 思 態 

１ 

・国民の健康課題につい

て、我が国の死亡率、受療

率、平均寿命、健康寿命

等、各種の指標や疾病構造

の変化を通して理解できる

ようにする。 

・喫煙や飲酒は、生活習慣

病などの要因となり心身の

健康をそこねることを理解

できるようにする。 

・健康の考え方と成り
立ち 

・私たちの健康のすが
た 

・生活習慣病の予防と
回復 

・がんの原因と予防 
・がんの治療と回復 
・運動と健康 
・食事と健康 
・休養・睡眠と健康 
・喫煙と健康 

〇 〇 〇 ・現代社会と健康における
事象や情報などについて、
健康にかかわる原則や概念
をもとに整理したり、個人
及び、社会生活と関連付け
たりして、自他や社会の課
題を発見することができ
る。 
・生活習慣病などの予防と
回復について、習得した知
識を基に自他の生活習慣や
社会環境を分析し、リスク
の軽減と生活の質の向上に
必要な個人の取組及び社会
的な対策を整理することが
できる。 

14 

２ 

・麻薬、覚醒剤、大麻等、

薬物の乱用は心身の健康、

社会の安全などに対して深

刻な影響を及ぼすことか

ら、決して行ってはならな

いことを理解できるように

する。 

・適切な意思決定や行動選

択には、個人の知識、価値

観、心理状態、及び人間関

係などを含む社会環境が関

連していることを理解でき

るようにする。 

・飲酒と健康 
・薬物乱用と健康 
・精神疾患の特徴 
・精神疾患の予防 
・精神疾患からの回復 
・現代の感染症 
・感染症の予防 
・性感染症・エイズと
その予防 

・健康に関する意思決
定・行動選択 

・健康に関する環境づ
くり 

〇 〇 〇 ・飲酒、薬物乱用の防止に

ついて、我が国のこれまで

の取り組みを個人への働き

かけと社会環境への対策の

面から分析したり、諸外国

と比較したりして、防止策

を評価することができる。 

・現代社会と健康につい

て、自他や社会の課題の解

決方法と、それを選択した

理由などを話し合ったり、

ノートなどに記述したりし

て、道筋を立てて説明する

ことができる。 

14 

３ 

・適切な応急手当は、傷害

や疾病の悪化を防いだり、

傷病者の苦痛を緩和したり

することを理解できるよう

にする。 

・日常生活で起こる障害

や、熱中症などの疾病の際

には、それに応じた体位の

確保・止血・固定などの基

本的な応急手当の方法や手

順があることを、実習を通

して理解し、応急手当がで

きるようにする。 

・事故の現状と発生要

因 

・安全な社会の形成 

・交通における安全 

・応急手当の意義とそ

の基本 

・日常的な応急手当 

・心肺蘇生法 

〇 〇 〇 ・応急手当について、習得

した知識や技能を事故や災

害で生じる傷害や疾病に関

連付けて、悪化防止のため

の適切な方法に応用するこ

とができる。 

・安全な社会生活につい

て、自他や社会の課題の解

決方法と、それを選択した

理由などを話し合ったり、

ノートなどに記述したりし

て、道筋を立てて説明する

ことができる。 

7 

評価方法 
定期考査、提出物等 配当時間合

計 
35 

 

※なお、配当時間は生徒の状況により、必ずしも上記の通りに展開するものではない。 
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美術Ⅰ 

教科名 芸術（美術）科 科目名 美術Ⅰ 単位数 ２単位 

学年・類型 1学年 担当教員  

使用教科書・教材 
日文 高校生の美術Ⅰ 

 

教科の目標  芸術（美術）科  の目標 

 

観

点 
ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に学習に取り組む態度 

趣 

旨 

・対象や事象を捉える造形的
な視点について理解を深めて
いる。 
・創造的な美術の表現をする

ために必要な技能を身に付

け、意図に応じて表現方法を

創意工夫し、表している。 

造形的なよさや美しさ、表現の意

図と創造的な工夫、美術の働きな

どについて考えるとともに、主題

を生成し発想や構想を練ったり、

美術や美術文化に対する見方や感

じ方を深めたりしている。 

美術や美術文化と豊かに関わり主

体的に表現及び鑑賞の創造活動に

取り組もうとしている。 

 

 

科目  美術Ⅰ  の目標 

 

観

点 
ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に学習に取り組む態度 

趣 

旨 

対象や事象を捉える造形的な
視点について理解を深めると
ともに、意図に応じて表現方
法を創意工夫し、創造的に表
すことができる。 

造形的なよさや美しさ，表現の意
図と創意工夫、美術の働きなどに
ついて考え、主題を生成し創造的
に発想し構想を練ったり、価値意
識をもって美術や美術文化に対す
る見方や感じ方を深めたりするこ
とができる。 

主体的に美術の幅広い創造活動に
取り組み、生涯にわたり美術を愛
好する心情を育むとともに、感性
を高め、美術文化に親しみ、心豊
かな生活や社会を創造していく態
度。 
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学習内容と評価の観点 

学

期 
単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 

表現 
鑑 

賞 

評価の観点 
単元の（題材）の評価

規準 
配当

時間 絵

・

彫 

デ 映 知 思 態 

１ 

〇木彫表札 
[知]フォントの造形的な理解
と木彫表札へ応用させるため
に必要な技能を身に着けさせ
る。 
[思]フォントの造形的に美し
さを木彫表札に表現する発想
力や構想力を身につけさせ
る。 
[態]フォントが持つ社会的な

関わりを理解して木彫表サル

の表現制作に主体的に取り組

む態度を身につけさせる。 

・レンダリングの
学習を通して、
フォントとして
美しい造形を理
解させる。 

・「木彫表札」の

楽手を通して浅

浮き彫りとカミ

ュー塗の技術を

習得させる。 

〇 〇  〇 〇 〇 〇 [知]フォントの造形的な

理解と木彫表札下応用す

るために必要な技能を身

につけている。  

[思]フォントの造形的な

美しさを木彫表札に表現

する発想力や構想力を身

につけている。  
[態]フォントが持つ社会的
な関わりを理解して木彫
表札の表現制作に主体的
に取り組む態度を身につ
けている。  

26 

２ 

〇木彫文箱  

[知]自然の花の造形的理解と

木彫文箱で応用するために必

要な技能を身に着けさせる。  

[思]自然の花から美しい丸文

様の造形にデザインし、さら

に木彫文箱に表現する発想力

や構想力を身に着けさせる。  

[態]さまざまのものの中にある

衣装が心豊かに暮らすために

深く関わっていることを理解

して木彫文箱の表現制作に主

体的に取り組む態度を身につ

けさせる。  

・自然の花のデザ

イン楽手を通して

丸文様の美しい造

形を理解させる。  

・「木彫文箱」の

学習を通して深

浮き彫りとワッ

クス仕上げの技

術を習得させる  

〇 〇  〇 〇 〇 〇 [知]自然の花の造形的理

解と木彫文箱へ応用する

ために必要な技能を身に

つけている。  

[思]自然の花から美しい

丸文様の造形にデザイン

し、さらに木彫文箱に表

現する発想力や構想力を

身につけている。  

[態]様々なものの中にある

意匠が心豊かに暮らすた

めに深く関わっているこ

とを理解して木彫文箱の

表現制作に主体的に取り

組む態度を身につけてい

る。  

26 

３ 

〇ペーパーナイフ  

[知]道具のデザインの造形的

理解とペーパーナイフに応用

するために必要な技能を身に

つけている。  

[思]自然の中から道具として

美しい形を発見し、表現する

発想力や構想力を身につけさ

せる。  

[態]様々にデザインされた道具

は、心豊かに暮らすために深

く関わっていることを理解し

て、ペーパーナイフの表現制

作に主体的に取り組む態度を

身につけている。  

・道具のデザイン
学習を通して、ペ
ーパーナイフの美
しい造形を理解さ
せる。 

・ 

「ペーパーナイ

フ」の学習を通し

て、透かし彫りと

やすりがけ成形の

技術を習得させ

る。 

〇 〇  〇 〇 〇 〇 [知]道具のデザインの造
形的理解とペーパーナイ
フに応用するために必要
な技能を身につけさせ
る。 
[思]自然の中から道具と
して美しい形を発見し、
表現する発想力や構想力
を身につけさせる。 
[態]様々にデザインされ

た道具は心豊かに暮らす

ために深く関わっている

ことを理解して、ペーパ

ーナイフの表現制作に主

体的に取り組む態度を身

につけている。 

18 

評価方法 
[知]、[思]、[態] と出席状況  
 配当時間合計 70 

 

※なお、配当時間は生徒の状況により、必ずしも上記の通りに展開するものではない。 
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書道Ⅰ 

教科名 芸術（書道） 科目名 書道Ⅰ 単位数 ２単位 

学年・類型 １学年 担当教員  

使用教科書・教材 
書道Ⅰ（ 東京書籍） 

 

 

教科の目標 芸術（書道）科 の目標 

 

観

点 
ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に学習に取り組む態度 

趣 

旨 

・書の表現の方法や形式、書
表現の多様性について、書の
創造的活動を通して理解を深
めている。 
・書の伝統に基づき、作品を

効果的・創造的に表現するた

めに必要な技能を身に付け、

表している。 

書のよさや美しさを感受し、意図

に基づいて創造的に構想し個性豊

かに表現を工夫したり、作品や書

の伝統と文化の意味や価値を考

え、書の美を味わい深く捉えたり

している。 

書の伝統と文化と豊かに関わり主
体的に表現及び鑑 
賞の創造的活動に取り組もうとし

ている。 

 

 

科目  書道Ⅰ  の目標 

 

観

点 
ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に学習に取り組む態度 

趣 

旨 

書の表現の方法や形式、多様
性などについて幅広く理解す
るとともに、書写能力の向上
を図り、書の伝統に基づき、
効果的に表現するための基礎
的な技能を身に付ける。 

書のよさや美しさを感受し、意図
に基づいて構想し表現を工夫した
り、作品や書の伝統と文化の意味
や価値を考え、書の美を味わい捉
えたりすることができる。 

主体的に書の幅広い活動に取り組
み、生涯にわたり書を愛好する心
情を育むとともに、感性を高め、
書の伝統と文化に親しみ、書を通
して心豊かな生活や社会を創造し
ていく態度。 
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学習内容と評価の観点 

学

期 

単元の具体的な指導

目標 
指導項目・内容 

表現 鑑 

賞 

評価の観点 単元の（題材）の評価

規準 
配当

時間 漢

仮 
漢 仮 知 思 態 

１ 

〇楷書の古典の書体

や書風と用筆・運筆 

[知]（表現）楷書の

古典の書体や書風と

用筆・運筆との関わ

りについて理解して

いる。 
（鑑賞）・線質、字
形、構成等の要素と
表現効果や風趣との
関わり、日本及び中
国等の文字と書の伝
統と文化について理
解している。 
（技能）楷書の古典

に基づく基本的な用

筆・運筆の技能、楷

書の古典の線質、字

形や構成を生かした

表現を身に付けてい

る。 

[思] 楷書の古典の書

体や書風に即した用

筆・運筆、字形、全

体の構成について構

想し、工夫してい

る。 

[態] 自身の表現の意

図に基づく表現、楷

書の表現の特質に基

づく表現をする幅広

い表現の学習活動に

主体的に取り組もう

としている。 

・漢字の書 

・楷書 
〇   〇 〇 〇 〇  

 

 [知]（表現）楷書の古

典の書体や書風と用

筆・運筆との関わりに

ついて理解していた。 
（鑑賞）・線質、字
形、構成等の要素と表
現効果や風趣との関わ
り、日本及び中国等の
文字と書の伝統と文化
について理解してい
た。 
（技能）楷書の古典に

基づく基本的な用筆・

運筆の技能、楷書の古

典の線質、字形や構成

を生かした表現を身に

付けていた。 

[思] 楷書の古典の書体

や書風に即した用筆・

運筆、字形、全体の構

成について構想し、工

夫していた。 

[態] 自身の表現の意図

に基づく表現、楷書の

表現の特質に基づく表

現をする幅広い表現の

学習活動に主体的に取

り組もうとしていた。 

24 

２ 

〇漢字の書体の変

遷、書の伝統的な干

渉方法や形態 

[知]（鑑賞）日本及

び中国等の文字と書

の伝統と文化、漢字

の書体の変遷、書の

伝統的な鑑賞の方法

や形態について理解

している。 

（技能）・行書の古

典に基づく基本的な

用筆・運筆の技能、

古典の線質、字形や

構成を生かした表現

を身に付けている。 

・草書・隷書の各古

・行書 

・草書 

・隷書 

・年賀状 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

 

 [知]（鑑賞）日本及び

中国等の文字と書の伝

統と文化、漢字の書体

の変遷、書の伝統的な

鑑賞の方法や形態につ

いて理解していた。 

（技能）・行書の古典

に基づく基本的な用

筆・運筆の技能、古典

の線質、字形や構成を

生かした表現を身に付

けていた。 

・草書・隷書の各古典

に基づく基本的な用

筆・運筆の技能、古典

26 
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典に基づく基本的な

用筆・運筆の技能、

古典の線質、字形や

構成を生かした表現

を身に付けている。 

[思]漢字の書の古典

の価値とその根拠に

ついて考え、書のよ

さや美しさを味わっ

て捉えている。 

（表現）・行書の古

典の書体や書風に即

した用筆・運筆、字

形、全体の構成につ

いて構想し、工夫し

ている。 

・草書・隷書の各古

典の書体や書風に即

した用筆・運筆、字

形、全体の構成につ

いて構想し、工夫し

ている。[態] 書のよ

さや美しさを甘受

し、作品や書の意味

や価値について考え

ながら、幅広い鑑賞

の学習に取り組もう

としている。 

（表現）・自身の表

現の意図に基づく表

現、行書の表現の特

質に基づく表現をす

る幅広い表現の学習

活動に主体的に取り

組もうとしている。 

・自身の表現の意図

に基づく表現、草

書・隷書・篆書の表

現の特質に基づく表

現をする幅広い表現

の学習活動に主体的

に取り組もうとして

いる。 

の線質、字形や構成を

生かした表現を身に付

けていた。 

[思]漢字の書の古典の

価値とその根拠につい

て考え、書のよさや美

しさを味わって捉えて

いた。 

（表現）・行書の古典

の書体や書風に即した

用筆・運筆、字形、全

体の構成について構想

し、工夫していた。 

・草書・隷書の各古典

の書体や書風に即した

用筆・運筆、字形、全

体の構成について構想

し、工夫していた。

[態] 書のよさや美しさ

を甘受し、作品や書の

意味や価値について考

えながら、幅広い鑑賞

の学習に取り組もうと

していた。 

（表現）・自身の表現

の意図に基づく表現、

行書の表現の特質に基

づく表現をする幅広い

表現の学習活動に主体

的に取り組もうとして

いた。 

・自身の表現の意図に

基づく表現、草書・隷

書・篆書の表現の特質

に基づく表現をする幅

広い表現の学習活動に

主体的に取り組もうと

していた。 

３ 

〇日本の文字と書の

伝統と文化、仮名の

成立 
[知] （鑑賞）・日本
の文字と書の伝統と
文化、仮名の成立に
ついて理解してい
る。 
・線質、字形、構成
等の要素と表現効果
や風趣との関わり、
日本の文字と書の伝
統と文化、仮名の成

・仮名の書 

・漢字仮名交じりの書 

・硬筆 

〇   〇 〇 〇 〇  
 
 
[知] （鑑賞）・日本の
文字と書の伝統と文
化、仮名の成立につい
て理解していた。 
・線質、字形、構成等
の要素と表現効果や風
趣との関わり、日本の
文字と書の伝統と文
化、仮名の成立、書の
伝統的な鑑賞の方法や
形態について理解して

20 
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立、書の伝統的な鑑
賞の方法や形態につ
いて理解している。 
（表現）・用具・用
材の特徴と表現効果
との関わり、線質や
書風と用筆・運筆と
の関わりについて理
解している。 
（技能）・仮名の古
典に基づく基本的な
用筆・運筆の技能、
連綿と単体、線質や
字形を生かした表現
を身に付けている。 
・仮名の古典に基づ
く基本的な用筆・運
筆の技能、連綿と単
体、線質や字形を生
かした表現を身に付
けている。 
・用具・用材の特徴
と表現効果との関わ
り、名筆や現代の書
の表現と用筆・運筆
との関わりについて
理解している。 
[思]（ 表現）・仮名
の古典の書風に即し
た用筆・運筆、字
形、全体の構成につ
いて構想し工夫して
いる。 
・漢字と仮名の調和
した字形、文字の大
きさ、全体の構成、
目的や用途に即した
表現形式、意図に基
づいた表現、名筆を
生かした表現や現代
に生きる表現につい
て構想し工夫してい
る。 
（鑑賞）・仮名の古
典の価値とその根拠
について考え、書の
よさや美しさを味わ
って捉えている。 
・仮名の古典の価値
とその根拠について
考え、書のよさや美
しさを味わって捉え
ている。 
・創造された作品の
価値とその根拠につ
いて考え、書のよさ
や美しさを味わって
捉えている。 
[態] （表現）・自身
の表現の意図に基づ
く表現、仮名の書の
表現の特質に基づく
表現をする幅広い表
現の学習活動に主体
的に取り組もうとし
ている。 
・自身の表現の意図

いた。 
（表現）・用具・用材
の特徴と表現効果との
関わり、線質や書風と
用筆・運筆との関わり
について理解してい
た。 
（技能）・仮名の古典
に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、連綿
と単体、線質や字形を
生かした表現を身に付
けていた。 
・仮名の古典に基づく
基本的な用筆・運筆の
技能、連綿と単体、線
質や字形を生かした表
現を身に付けていた。 
・用具・用材の特徴と
表現効果との関わり、
名筆や現代の書の表現
と用筆・運筆との関わ
りについて理解してい
た。 
[思]（表現）・仮名の
古典の書風に即した用
筆・運筆、字形、全体
の構成について構想し
工夫していた。 
・漢字と仮名の調和し
た字形、文字の大き
さ、全体の構成、目的
や用途に即した表現形
式、意図に基づいた表
現、名筆を生かした表
現や現代に生きる表現
について構想し工夫し
ていた。 
（鑑賞）・仮名の古典
の価値とその根拠につ
いて考え、書のよさや
美しさを味わって捉え
ていた。 
・仮名の古典の価値と
その根拠について考
え、書のよさや美しさ
を味わって捉えてい
た。 
・創造された作品の価
値とその根拠について
考え、書のよさや美し
さを味わって捉えてい
た。 
[態] （表現）・自身の
表現の意図に基づく表
現、仮名の書の表現の
特質に基づく表現をす
る幅広い表現の学習活
動に主体的に取り組も
うとしている。 
・自身の表現の意図に
基づく表現、漢字の書
の表現の特質に基づく
表現をする幅広い表現
の学習活動に主体的に
取り組もうとしてい
た。 
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に基づく表現、漢字
の書の表現の特質に
基づく表現をする幅
広い表現の学習活動
に主体的に取り組も
うとしている。 
・自身の表現の意図
に基づく表現、漢字
仮名交じりの書の表
現の特質に基づく表
現をする幅広い表現
の学習活動に主体的
に取り組もうとして
いる。 
（鑑賞）・漢字の書
のよさや美しさを甘
受し、作品や書の意
味や価値について考
えながら、幅広い鑑
賞の学習に取り組も
うとしている。 
・仮名の書のよさや
美しさを甘受し、作
品や書の意味や価値
について考えなが
ら、幅広い鑑賞の学
習に取り組もうとし
ている。 
・漢字仮名交じりの
書のよさや美しさを
甘受し、作品や書の
意味や価値について
考えながら、幅広い
鑑賞の学習に取り組
もうとしている。 

・自身の表現の意図に
基づく表現、漢字仮名
交じりの書の表現の特
質に基づく表現をする
幅広い表現の学習活動
に主体的に取り組もう
としていた。 
（鑑賞）・漢字の書の
よさや美しさを甘受
し、作品や書の意味や
価値について考えなが
ら、幅広い鑑賞の学習
に取り組もうとしてい
た。 
・仮名の書のよさや美
しさを甘受し、作品や
書の意味や価値につい
て考えながら、幅広い
鑑賞の学習に取り組も
うとしていた。 
・漢字仮名交じりの書

のよさや美しさを甘受

し、作品や書の意味や

価値について考えなが

ら、幅広い鑑賞の学習

に取り組もうとしてい

た。 

評価方法 
作品、授業態度 

配当時間合計 ７０ 

 

※なお、配当時間は生徒の状況により、必ずしも上記の通りに展開するものではない。 
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工業技術基礎 

教科名 工業科 科目名 工業技術基礎 単位数 4単位 

学年・類型 １学年・総合技術科 担当教員  

使用教科書・教材 
 実教出版「工業技術基礎」 
プリント 

 

教科の目標 

 

観

点 
ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に学習に取り組む態度 

趣 

旨 

工業の各分野について体系

的・系統的に理解していると

ともに、関連する技術を身に

付けている。 

工業に関する課題を発見し、職業

人に求められる倫理観を踏まえ合

理的かつ創造的に解決する力を身

に付けている。 

よりよい社会の構築を目指して自

ら学び、工業の発展に主体的かつ

協働的に取り組む態度を身に付け

ている。 

 

 

科目  工業技術基礎 の目標 

 

観

点 
ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に学習に取り組む態度 

趣 

旨 

工業の各分野に関する基礎的

な知識と技術を身につけ、工

業の発展と環境・資源などと

の調和のとれた在り方および

現代社会における工業の意義

や役割を理解している。ま

た、実体験の必要性を学び、

その改善向上をめざす実践的

な技能を身につけている。 

工業技術に関する諸問題の適切な

解決をめざして、広い視野からみ

ずから考え、基礎的な知識と技術

を活用して適切に判断し、その結

果を的確に表現する能力を身につ

けている。 

工業技術に興味・関心を持ち、そ

の改善向上をめざして意欲的に取

り組むとともに、社会の発展をは

かる創造的、実践的な態度を身に

つけている。 
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学習内容と評価の観点 

学

期 

単元の具体的な指導

目標 
指導項目・内容 

評価の観点 

単元の（題材）の評価規準 
配
当
時
間 知 思 態 

１ 

〇工業技術基礎を学ぶ
にあたって 
【知】「工業技術基
礎」の学ぶ目的を理解
させ、ものづくりが工
業技術の中で果たして
いる役割についての知
識と技能を身につけさ
せる。 
【思】「工業技術基
礎」では、何をどのよ
うに学ぶのかを適切に
思考・ 判断し、その
結果を適切に相手に伝
える表現力を身につけ
させる。 
【態】「工業技術基
礎」で学ぶ目的を理解
し、工業の各分野に共
通する知識や技術に興
味・関心を持つととも
に、実験・実習に主体
的に取り組む態度を身
につけさせる。 

・「工業技術基礎」の学

習を通して、工業の各

分野に共通に必要であ

る基礎的な知識、技

術、態度を実験・実習

を通して習得する意義

を理解させる。 

 

〇 

 

〇 

 

〇 【知】「工業技術基礎」の学ぶ
目的をよく理解させ、ものづく
りが工業技術の中で果たしてい
る役割についての知識と技能を
身につけている。 
【思】「工業技術基礎」では，
何をどのように学ぶのかを適切
に思考・ 判断し、その結果を
適切に相手に伝える表現力を身
につけている。 
【態】「工業技術基礎」で学ぶ
目的を理解し、工業の各分野に
共通する知識や技術に興味・関
心を持つとともに、実験・実習
に主体的に取り組む態度を身に
つけている。 

２ 

〇溶接・ガス切断 
【知】溶接作業の基本
操作についての正しい
知識を持ち、溶接作業
法を理解できるように
する。 
【思】溶接作業の基本
操作について、適切に
思考・判断し、その加
工法について的確に表
現できる技量を身につ
けさせる。 
【態】溶接作業の基本
操作について興味・関
心を持ち、溶接作業に
意欲的に取り組む態度
を身につけさせる。 

・溶接の原理 

・身近な製品との関連・

観察 

・作品の完成 

・安全作業、報連相の実

践 

〇 

 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

 

〇 

【知】溶接作業の基本操作につ
いての正しい知識を持ち、溶接
作業法をよく理解している。 
【思】溶接作業の基本操作につ
いて、適切に思考・判断し、そ
の加工法について的確に表現で
きる技量を身につけている。 
【態】溶接作業の基本操作につ
いて興味・関心を持ち、溶接作
業に意欲的に取り組む態度を身
につけている。 

２０ 

〇電気計測 
【知】 直流・交流回
路の実験を通して、基
礎的・基本的な電気に
関する知識を習得さ
せ、生産活動における
電気回路の社会的意義
や役割を理解させる。 
電気の安全に配慮して
電気実験を計画し、適
切に実施する技能を身
につけさせる。 
【思】直流・交流回路
の実験を通して、部品
の正しい接続方法を思
考・判断し、効率よい
実験工程を創意工夫す
る能力を身につけさせ
るとともに、その成果
を適切に表現させるよ

・基本的電気回路の知識 

・結線・配線 

・計器の取扱い 

・データの整理 

・安全作業、報連相の実

践  

 

〇 

〇 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

【知】 直流・交流回路の実験
を通して、基礎的・基本的な電
気に関する知識を習得し、生産
活動における電気回路の社会的
意義や役割を理解している。 
電気の安全に配慮して電気実験
を合理的に計画し、適切に実施
する技能を身につけている。 
【思】直流・交流回路の実験を
通して、部品の望ましい接続方
法を思考・判断し、効率よい実
験工程を創意工夫する能力を身
につけるとともに、その成果を
適切に表現することができる。 
【態】直流・交流回路の実験を
通して、電気に関する基礎的・
基本的な技術に興味・関心を持
ち、意欲的に実験に取り組み、
主体的に電気実験を実践する態
度を身につけている。 

２０ 
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うにする。 
【態】直流・交流回路

の実験を通して、電気

に関する基礎的・基本

的な技術に興味・関心

を持たせ、意欲的に実

験に取り組み、主体的

に電気実験を実践する

態度を身につけさせ

る。 

〇電子工作 
【知】プリント配線の
学習を通して、基礎
的・基本的な基板製作
の知識を確実に身につ
けさせ、生産活動にお
けるプリント配線の重
要性と社会的意義や役
割を理解している。 
 安全や環境に与える
影響に配慮しつつ、基
礎的・基本的なプリン
ト配線を合理的に計画
し、適切に処理する技
能を身につけさせる。 
【思】プリント配線の
学習を通して、みずか
ら各部品の望ましい配
置や配線方法を思考・
判断し、効率的な回路
や組立工程を創意工夫
する能力を身につける
とともに、その成果を
適切に表現することが
できるようにする。 
【態】プリント配線の

学習を通して、電子部

品や回路の基礎的・基

本的な技術に関心を持

ち、安全で合理的なプ

リント基板の製作を意

欲的に実践する態度を

身につけさせる。 

・基本的な基盤作成の知

識 

・適切なプリント配線計

画 

・作品の完成 

・安全作業、報連相の実

践 

 

・組立工程の工夫 

・作品の完成 

・安全作業、報連相の実

践 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

〇 

【知】プリント配線の学習を通
して、基礎的・基本的な基板製
作の知識を確実に身につけ、生
産活動におけるプリント配線の
重要性と社会的意義や役割を理
解している。 
 安全や環境に与える影響に配
慮しつつ、基礎的・基本的なプ
リント配線を合理的に計画し、
適切に処理する技能を身につけ
ている。 
【思】プリント配線の学習を通
して、みずから各部品の望まし
い配置や配線方法を思考・判断
し、効率的な回路や組立工程を
創意工夫する能力を身につける
とともに、その成果を適切に表
現することができる。 
【態】プリント配線の学習を通
して、電子部品や回路の基礎
的・基本的な技術に関心を持
ち、安全で合理的なプリント基
板の製作を意欲的に実践する態
度を身につけている。 

２０ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④旋盤 
【知】旋盤作業の基本
操作についての正しい
知識を持ち、旋削作業
法を理解させる。 
旋盤作業の基本操作の
技能を体得し、安全に
配慮した旋削作業法を
身につけさせる。 
【思】旋盤作業の基本
操作について、適切に
思考・判断し、旋削作
業について的確に表現
できる技量を身につけ
させる。 
【態】旋盤作業の基本
操作について興味・関
心を持ち、旋削作業に
意欲的に取り組む態度
を身につけさせる。 

〇旋盤の基礎的作業（端

面、外径等）操作 

・切削の原理 

・身近な製品との関連・

観察 

・切削工具の選択 

・作品の完成 

・安全作業、報連相の実

践 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

【知】旋盤作業の基本操作につ
いての正しい知識を持ち、旋削
作業法をよく理解している。 
旋盤作業の基本操作の技能を体
得し、安全に配慮した旋削作業
法を身につけている。 
【思】旋盤作業の基本操作につ
いて、適切に思考・判断し、旋
削作業について的確に表現でき
る技量を身につけている。 
【態】旋盤作業の基本操作につ

いて興味・関心を持ち、旋削作

業に意欲的に取り組む態度を身

につけている。 

２６ 
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３ 

〇電気製作 
【知】 テスターの学
習を通して、基礎的・
基本的な計測の知識を
身につけ、生産活動に
おける電気計測機器の
重要性と社会的意義や
役割を理解させる。 
テスターの学習を通し
て、安全に配慮しつ
つ、基礎的・基本的な
回路の電気計測を適切
に実施する技能を身に
つけさせる。 
【思】テスターの学習
を通して、みずから各
部品や回路の測定方法
を思考・判断し、効率
よい計測を創意工夫
し、その成果を適切に
表現することができる
ようにする。 
【態】テスターの学習
を通して、計測機器の
しくみや働きに興味・
関心を持ち、安全で正
確に電気回路の計測を
実践する意欲的な態度
を身につけさせる。 

〇テスターの製作、電子

部品の種類の理解 

・テスターの役割 

・組立工程の工夫 

・作品の完成 

・安全作業、報連相の実

践 

 

〇テスターでの基礎的な

計測 

・テスターの原理 

・計測方法 

・データの整理 

・安全作業、報連相の実

践 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

〇 

 

 

 

〇 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

【知】 テスターの学習を通し
て、基礎的・基本的な計測の知
識を身につけ、生産活動におけ
る電気計測機器の重要性と社会
的意義や役割を理解している。 
テスターの学習を通して、安全
に配慮しつつ、基礎的・基本的
な回路の電気計測を適切に実施
する技能を身につけている。 
【思】テスターの学習を通し
て、みずから各部品や回路の望
ましい測定方法を思考・判断
し、効率よい計測を創意工夫
し、その成果を適切に表現する
ことができる。 
【態】テスターの学習を通し
て、計測機器のしくみや働きに
興味・関心を持ち、安全で正確
に電気回路の計測を実践する意
欲的な態度を身につけている。 

２６ 

〇電子情報 
【知】コンピュータ制
御回路の製作を通し
て、基礎的な電子回路
に関する知識を身につ
けさせ、生産活動にお
ける制御回路の果たす
社会的意義や役割を理
解している。 
 安全や環境に配慮
し、製作工程を合理的
に計画し、的確に実践
する技能を身につけさ
せる。 
【思】基礎的・基本的
なコンピュータ制御回
路の製作を通して、各
回路における部品の機
能を思考・判断し、効
率よい制御回路を創意
工夫する能力を身につ
けさせるとともに、そ
の成果を適切に表現す
ることができるように
する。 
【態】コンピュータ制

御回路の製作を通し

て、制御に関する基礎

的・基本的な技術に関

心を持ち、ものづくり

に意欲的に取り組むと

ともに、安全で合理的

な製作を実践する態度

を身につけさせる。 

〇プログラミングの基礎

的な操作の習得  

・基本的なプログラミン

グの組み方 

・命令の理解 

 

〇マイコンを 使用した

信号制御 

・マイコン制御の原理 

・制御回路の工夫 

・製作品 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

【知】コンピュータ制御回路の
製作を通して、基礎的な電子回
路に関する知識を身につけ、生
産活動における制御回路の果た
す社会的意義や役割を理解して
いる。 
 安全や環境に配慮し、製作工
程を合理的に計画し、的確に実
践する技能を身につけている。 
【思】基礎的・基本的なコンピ
ュータ制御回路の製作を通し
て、各回路における部品の機能
を思考・判断し、効率よい制御
回路を創意工夫する能力を身に
つけるとともに、その成果を適
切に表現することができる。 
【態】コンピュータ制御回路の

製作を通して、制御に関する基

礎的・基本的な技術に関心を持

ち、ものづくりに意欲的に取り

組むとともに、安全で合理的な

製作を実践する態度を身につけ

ている。 

 

 

 

 

２６ 

評価方法 レポート内容、創意工夫、観察力、学習状況観察、製作品 配当時間合計 １４０ 

※なお、配当時間は生徒の状況により、必ずしも上記の通りに展開するものではない。 
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工業情報数理 

教科名 工業科 科目名 工業情報数理 単位数 ２単位 

学年・類型 １学年・総合技術科 担当教員  

使用教科書・教材 
 実教「精選工業情報数理」 
プリント 

 

教科の目標  工業科  の目標 

 

観

点 
ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に学習に取り組む態度 

趣 

旨 

工業の各分野について体系

的・系統的に理解していると

ともに、関連する技術を身に

付けている。 

工業に関する課題を発見し、職業

人に求められる倫理観を踏まえ合

理的かつ創造的に解決する力を身

に付けている。 

よりよい社会の構築を目指して自

ら学び、工業の発展に主体的かつ

協働的に取り組む態度を身に付け

ている。 

 

 

科目  工業情報数理  の目標 

 

観

点 
ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に学習に取り組む態度 

趣 

旨 

社会における情報化の進展と

情報の意義や役割、情報化社

会に生きる技術者としての使

命を理解し、情報技術や数理

処理に関する基礎的な知識を

身につけ、それらの知識を概

念的に理解し、調査や観察・

演習を通して、それらを実際

に活用できる技能を身につけ

ている。 

情報化社会における諸問題の解決

や情報技術・数理処理について自

ら思考を深め、問題解決方法を適

切に判断し、情報技術や数理処理

を活用して、論述や報告書の作

成、グループでの話合いや発表、

作品の制作などの表現の能力を身

につけている。 

情報技術や数理処理に関する知識

と技能を獲得したり、思考・判

断・表現の力を身につけたりする

ことに向けた粘り強い取組みを通

して、他者との協働により自らの

考えを相対化し、学びに向かって

意欲的に取り組む力や人間性を身

につけている。 
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学習内容と評価の観点 

学

期 

単元の具体的な指導目

標 
指導項目・内容 

評価の観点 

単元の（題材）の評価規準 
配
当
時
間 知 思 態 

１ 

〇工業情報数理を学ぶに

あたって 

【知】「工業情報数理」

の学ぶ目的を理解させ、

工業技術の中で情報が果

たしている役割について

の知識と技能を身につけ

させる。 

【思】「工業情報数理」

では、何をどのように学

ぶのかを適切に思考・ 

判断し、その結果を適切

に相手に伝える表現力を

身につけさせる。 

【態】「工業情報数理」

で学ぶ目的を理解し、情

報分野に共通する知識や

技術に興味・関心を持つ

とともに、座学・実習に

主体的に取り組む態度を

身につけさせる。 

・「工業情報数理」の学習

を通して、工業の情報分

野に必要である基礎的な

知識、技術、態度を座

学・実習を通して習得す

る意義を理解させる。 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

【知】「工業情報数理」の学ぶ目的

をよく理解させ、工業技術の中で情

報が果たしている役割についての知

識と技能を身につけている。 

【思】「工業情報数理」では，何を

どのように学ぶのかを適切に思考・ 

判断し、その結果を適切に相手に伝

える表現力を身につけている。 

【態】「工業情報数理」で学ぶ目的

を理解し、情報分野に共通する知識

や技術に興味・関心を持つととも

に、座学・実習に主体的に取り組む

態度を身につけている。 

 

１ 

〇産業社会と情報技術 

１ 情報と生活 

【知】・情報・情報処

理・データ・ICTなどの

用語を理解させる。 

【態】現代社会では、コ

ンピュータがどのような

特徴をもち、どのように

利用されているかなどに

ついて関心をもち、意欲

的に学習に取り組み、協

働して学ぶことができ

る。 

 

２ 情報化社会の光と影 

【知】・情報を適切に収

集・分析・活用、デザイ

ンして表現する知識と技

能を身につけさせる。 

・情報機器や SNSなどの

利点や欠点、危険性、正

しい取り扱いについて理

解し、自分たちがすべき

こといついてまとめられ

る。 

【思】・情報技術の進展

にともない産業社会にお

よぼす影響について、光

と影の部分に関して思

考・判断でき、自分の考

えを表現できるようにす

る。 

・情報機器や SNSなどの

サービスを取り扱ううえ

 

・情報やデータの意味，情

報化社会の利点や問題点

について理解させる。 

・情報・情報処理・デー

タ・ICTなどの用語の意味

を正確に理解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

・情報化社会の発展が産業

社会や個人の生活に及ぼ

す影響について，その光

と影の部分を正しく理解

させ，工業技術者とし

て，また社会人として，

望ましい情報の活用がで

きるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知】・情報・情報処理・データ・

ICTなどの用語を理解している。 

【態】現代社会では、コンピュータ

がどのような特徴をもち、どのよう

に利用されているかなどについて関

心をもち、意欲的に学習に取り組

み、協働して学ぼうとしている。 

 

 

 

 

 

 

【知】・情報を適切に収集・分析・

活用、デザインして表現する知識と

技能を身につけている。 

・情報機器や SNSなどの利点や欠

点、危険性、正しい取り扱いについ

て理解し、自分たちがすべきことい

ついてまとめることができる。 

【思】・情報技術の進展にともない

産業社会におよぼす影響について、

光と影の部分に関して思考・判断で

き、自分の考えを表現できる。 

・情報機器や SNSなどのサービスを

取り扱ううえでの社会人としてのル

ール、モラルやマナーなどについ

て、具体的に考え、お互いの意見を

述べたり発表したりできる。 

【態】・情報化社会について、技術

的な側面に加えて、人的な側面にも

関心をもち、工業技術者として、ま

た社会人として，望ましい情報の活

８ 
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での社会人としてのルー

ル、モラルやマナーなど

について、具体的に考

え、お互いの意見を述べ

発表できるようにする。 

【態】・情報化社会につ

いて、技術的な側面に加

えて、人的な側面にも関

心をもち、工業技術者と

して、また社会人とし

て，望ましい情報の活用

ができ意欲的に学習に取

り組み、協働して学ぶこ

とができる。 

 

３ コンピュータの特徴 

【知】・FA・OAなどの用

語について理解させる。 

【思】・実際に簡単な計

算処理をして、コンピュ

ータと人間の処理を比較

して思考・判断でき、意

見を述べさせ発表できる

ようにする。 

【態】・コンピュータの

特徴とコンピュータを用

いることの意味に関心を

もたせ、意欲的に学習に

取り組み、協働して学ぶ

ことができる。 

 

４ 情報化の進展と産業

社会 

【知】・身のまわりのど

の機器にコンピュータが

組み込まれ利用されてい

るか，産業界、のどの分

野でコンピュータがどの

ように利用されているか

調査し、まとめることが

できる。 

・情報技術を利用して、

エネルギーを有効活用す

る方法を理解させる。 

・クラウドコンピューテ

ィング、エッジコンピュ

ーティングなどインター

ネットを利用したシステ

ムについて理解させる。 

・タブレット型コンピュ

ータを有効活用する方法

を理解させ、タブレット

型コンピュータの普及が

およぼす影響について調

査させ、まとめることが

できるようにする。 

【思】・コンピュータが

パソコンだけでなく、制

御や通信など多くの機器

に組み込まれ活用されて

いることが考察し、発表

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・コンピュータの特徴を人

間と比べて理解させる。 

・ハードウェアとソフトウ

ェアの関係について理解

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・コンピュータが身のまわ

りのさまざまなものに組

み込まれ，さらにインタ

ーネットなどに接続され

利用されていることにつ

いて理解させる。 

・工場や販売流通，オフィ

スなどにおいて，コンピ

ュータによる自動化が作

業を効率的に進めている

ことについて理解させ

る。 

・情報化の進展により，エ

ネルギー，情報などさま

ざまな資源を効率的に活

用でき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用をしようと意欲的に学習に取り組

み、協働して学ぼうとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知】・FA・OAなどの用語につい

て理解している。 

【思】・実際に簡単な計算処理をし

て、コンピュータと人間の処理を比

較して思考・判断でき、意見を述べ

たり発表したりできる。 

【態】・コンピュータの特徴とコン

ピュータを用いることの意味に関心

をもち、意欲的に学習に取り組み、

協働して学ぼうとしている。 

 

 

 

 

 

 

【知】・身のまわりのどの機器にコ

ンピュータが組み込まれ利用されて

いるか，産業界、のどの分野でコン

ピュータがどのように利用されてい

るか調査し、まとめることができ

る。 

・情報技術を利用して、エネルギー

を有効活用する方法を理解してい

る。 

・クラウドコンピューティング、エ

ッジコンピューティングなどインタ

ーネットを利用したシステムについ

て理解している。 

・タブレット型コンピュータを有効

活用する方法を理解し、タブレット

型コンピュータの普及がおよぼす影

響について調査し、まとめることが

できる。 

【思】・コンピュータがパソコンだ

けでなく、制御や通信など多くの機

器に組み込まれ活用されていること

が考察し、発表できる。 

・タブレット型コンピュータの普及

が、私たちの生活や産業社会での情

報技術の活用方法にどのように影響

を与えているか，具体的に考え、お

互いの意見を述べたり発表したりで

きる。 

【態】・コンピュータが、タブレッ

ト型コンピュータや家電製品など身
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できるようにする。 

・タブレット型コンピュ

ータの普及が、私たちの

生活や産業社会での情報

技術の活用方法にどのよ

うに影響を与えている

か，具体的に考え、お互

いの意見を述べたり発表

したりできるようにす

る。 

【態】・コンピュータ

が、タブレット型コンピ

ュータや家電製品など身

のまわりのさまざまな機

器や FA・OA、エネルギー

の有効利用などに活用さ

れていることに関心をも

たせ、意欲的に学習に取

り組み、協働して学ぶこ

とができる。 

・コンピュータが身のま

わりのさまざまなものに

組み込まれ、さらにイン

ターネットなどに接続さ

れ利用されていることに

関心をもたせ、意欲的に

学習に取り組み、協働し

て学ぶことができる。 

 

５ 情報化社会のモラル

と管理 

【知】・知的財産権につ

いて理解させる。 

・情報化社会が進展する

につれ、守らなければな

らないマナーやモラルが

重要であることを理解さ

せる。 

【態】・知的財産権・プ

ライバシーの保護・コン

ピュータの不正利用対

策・コンピュータウィル

ス、および、それらの対

策などに関心をもたせ、

意欲的に学習に取り組

み、協働して学ぶことが

できる。 

 

６ 情報セキュリティの

管理  

【知】・情報の不正利用

防止やセキュリティ対策

について理解している。 

【思】・コンピュータの

不正利用防止のために、

それらの実態を知り技術

的な対処方法が必要であ

ることが考察し発表でき

る。 

【態】・コンピュータウ

ィルス対策や情報の不正

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・知的財産権，プライバシ

ーの保護など法的・技術

的・文化的な観点で，自

分と他人の権利を守るこ

とやモラルの重要性を理

解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・コンピュータウイルス対

策や情報の不正利用防止

のための基本的な技術を

理解させる。 

・VDT作業における注意点や

テクノストレス防止な

ど，コンピュータ利用時

の健康管理について理解

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

のまわりのさまざまな機器や FA・

OA、エネルギーの有効利用などに活

用されていることに関心をもち、意

欲的に学習に取り組み、協働して学

ぼうとしている。 

・コンピュータが身のまわりのさま

ざまなものに組み込まれ、さらにイ

ンターネットなどに接続され利用さ

れていることに関心をもち、意欲的

に学習に取り組み、協働して学ぼう

としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知】・知的財産権について理解し

ている。 

・情報化社会が進展するにつれ、守

らなければならないマナーやモラル

が重要であることを理解している。 

【態】・知的財産権・プライバシー

の保護・コンピュータの不正利用対

策・コンピュータウィルス、およ

び、それらの対策などに関心をも

ち、意欲的に学習に取り組み、協働

して学ぼうとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知】・情報の不正利用防止やセキ

ュリティ対策について理解してい

る。 

【思】・コンピュータの不正利用防

止のために、それらの実態を知り技

術的な対処方法が必要であることが

考察し発表できる。 

【態】・コンピュータウィルス対策

や情報の不正利用防止のための基本

的な技術に関心をもち、意欲的に学

習に取り組み、協働して学ぼうとし

ている。 
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利用防止のための基本的

な技術に関心をもたせ、

意欲的に学習に取り組

み、協働して学ぶことが

できる。 

 

７ 問題の発見・解決と

情報技術の活用 

【知】・データの暗号化

技術および認証システム

などについて理解させ

る。 

・コンピュータ利用の際

の健康面での注意事項に

ついて考察し発表できる

ようにする。 

【思】・問題の発見・解

決に向けて具体的に考え

させ、お互いの意見を述

べたり発表したりできる

ようにする。 

・情報の適切な収集・分

析・整理に関して思考・

判断でき、自分の考えを

表現できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

・問題を見いだし，それを

解決していく手順と方法

を理解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知】・データの暗号化技術および

認証システムなどについて理解して

いる。 

・コンピュータ利用の際の健康面で

の注意事項について考察し発表でき

る。 

【思】・問題の発見・解決に向けて

具体的に考え、お互いの意見を述べ

たり発表したりできる。 

・情報の適切な収集・分析・整理に

関して思考・判断でき、自分の考え

を表現できる。 

 

〇コンピュータの基本操

作とソフトウェア 

１ コンピュータの基本

操作 

【知】・利用者認証の意

味について理解させる。 

・マウス・タッチスクリ

ーン・キーボードを扱う

技能を習得させる。 

・ハードディスク、ソリ

ッドステートドライブ、

光ディスク、フラッシュ

メモリの特徴などについ

ての知識を身につけさせ

る。 

【思】・利用者認証の目

的や管理者の役割につい

て考察し発表できるよう

にする。 

・各種記憶装置の取り扱

い方の必要性について思

考・判断させ、自分の考

えを表現させる。 

【態】・コンピュータの

起動・終了、マウス・タ

ッチスクリーン・キーボ

ードの基本操作、記憶装

置の取扱いなどに関心を

持たせ、意欲的に学習に

取り組み、協働して学ぶ

ことができる。 

 

２ ソフトウェアの基礎 

【知】・アプリケーショ

ンソフトウェアの特徴の

違いや機能について理解

 

 

・コンピュータの正しい利

用手続き，マウス・タッ

チスクリーン・キーボー

ドなどの基本的な操作に

ついて理解させる。 

・作成したデータ保存やデ

ータ利用に必要な補助記

憶装置と取扱いについて

理解させる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ソフトウェアの分類とオ

ペレーティングシステム

の目的および基本操作に

ついて理解させる。 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

【知】・利用者認証の意味について

理解している。 

・マウス・タッチスクリーン・キー

ボードを扱う技能を習得している。 

・ハードディスク、ソリッドステー

トドライブ、光ディスク、フラッシ

ュメモリの特徴などについての知識

を身につけている。 

・記憶装置を扱う技能を習得してい

る。 

【思】・利用者認証の目的や管理者

の役割について考察し発表できる。 

・各種記憶装置の取り扱い方の必要

性について思考・判断でき、自分の

考えを表現できる。 

【態】・コンピュータの起動・終

了、マウス・タッチスクリーン・キ

ーボードの基本操作、記憶装置の取

扱いなどに関心を持ち、意欲的に学

習に取り組み、協働して学ぼうとし

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知】・アプリケーションソフトウ

ェアの特徴の違いや機能について理

解している。 

・アプリケーションソフトウェアに

８ 
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させる。 

・アプリケーションソフ

トウェアに共通する基本

的な操作などの技能を習

得させる。 

【思】・OSとハードウェ

ア、応用ソフトウェアの

関係を考察し発表できる

ようにする。 

【態】・基本ソフトウェ

アと応用ソフトウェアの

違い、OSの目的と種類な

どに関心を持たせ、意欲

的に学習に取り組み、協

働して学ぶことができる

ようにする。 

共通する基本的な操作などの技能を

習得している。 

【思】・OSとハードウェア、応用

ソフトウェアの関係を考察し発表で

きる。 

【態】・基本ソフトウェアと応用ソ

フトウェアの違い、OSの目的と種

類などに関心を持ち、意欲的に学習

に取り組み、協働して学ぼうとして

いる。 

〇数理処理 

１ 単位と数理処理 

【知】・組立単位が固有

の記号の組合せで構成さ

れていることを理解させ

る。 

【思】・量の名称・量記

号・単位(SI)について説

明できるようにする。 

【態】・量の名称・量記

号・単位(SI)について関

心をもたせ、意欲的に学

習に取り組み、協働して

学ぶことができる。 

 

２ 実験と数理処理 

【知】・実際の実験デー

タを用意し、グラフ化す

る方法を理解させグラフ

を作成する技能を習得さ

せる。 

・実際にあるデータから

特徴を読み取る技能を習

得させる。 

【思】・実験データをグ

ラフによって可視化さ

せ、データの特徴を見い

だす方法を提案できるよ

うにする。 

【態】・実験データをグ

ラフによって可視化し、

データの特徴を見いだす

方法について関心をもた

せ、意欲的に学習に取り

組み、協働して学ぶこと

ができる。 

 

３ モデル化とシミュレ

ーション 

【知】・表計算ソフトウ

ェアを用いた解析手順を

行う技能を習得させる。 

【思】・いろいろな事象

をモデル化によって数式

として扱う方法を理解さ

 

・量の名称・量記号・単位

(SI)について，理解させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実験データをグラフによ

って可視化し，データの

特徴を見いだす方法を身

につけさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・いろいろな事象が，モデ

ル化によって数式として

扱えることを理解させ

る。 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

【知】・組立単位が固有の記号の組

合せで構成されていることを理解し

ている。 

【思】・量の名称・量記号・単位

(SI)について説明できる。 

【態】・量の名称・量記号・単位

(SI)について関心をもち、意欲的に

学習に取り組み、協働して学ぼうと

している。 

 

 

 

 

 

【知】・実際の実験データを用意

し、グラフ化する方法を理解しグラ

フを作成する技能を習得している。 

・実際にあるデータから特徴を読み

取る技能を習得している。 

【思】・実験データをグラフによっ

て可視化し、データの特徴を見いだ

す方法を提案できる。 

【態】・実験データをグラフによっ

て可視化し、データの特徴を見いだ

す方法について関心をもち、意欲的

に学習に取り組み、協働して学ぼう

としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【知】・表計算ソフトウェアを用い
た解析手順を行う技能を習得してい
る。 
【思】・いろいろな事象をモデル化
によって数式として扱う方法を理解
し、適切な方法を選択して説明でき
る。 
【態】・いろいろな事象をモデル化
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せ、適切な方法を選択し

て説明できるようにす

る。 

【態】・いろいろな事象

をモデル化によって数式

として扱う方法に関心を

もたせ、意欲的に学習に

取り組み、協働して学ぶ

ことができる。 

によって数式として扱う方法に関心

をもち、意欲的に学習に取り組み、

協働して学ぼうとしている。 

 

 

 

２ 

〇プログラミングの基礎 

１ プログラム言語 

【知】・機械語、アセン

ブラ言語、高水準言語に

ついて理解をさせる。 

【思】・インタプリタと

コンパイラの違いを考察

し発表できる。 

【態】・人の会話に言語

が必要であるように、コ

ンピュータへの命令に言

語が必要であることに興

味をもたせ、意欲的に学

習できるようにさせる。 

 

２ プログラムのつくり

方 

【知】・プログラムの作

成手順を理解させ、流れ

図を書き、簡単なプログ

ラム作成のための知識と

技能を身につけさせる。 

【思】・流れ図を見て、

処理の流れなどの内容を

考察し発表できるように

する。 

【態】・プログラムの作

成手順、流れ図などに関

心をもたせ、意欲的に学

習に取り組ませ、協働し

て学ぶことができる。 

 
３ アルゴリズムと流れ
図 
【知】・基本的な流れ図
について理解している。 
【思】・流れ図を見て、

 

・プログラム言語の種類に

ついて理解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・問題解決の手段としての

アルゴリズムやプログラ

ムの作成の意味を理解さ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・順次・選択・繰返しの三

つの基本的な流れ図と構

造化プログラミングの意

義について理解させる。 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

【知】・機械語、アセンブラ言語、

高水準言語について理解している。 

【思】・インタプリタとコンパイラ

の違いを考察し発表できる。 

【態】・人の会話に言語が必要であ

るように、コンピュータへの命令に

言語が必要であることに興味をも

ち、意欲的に学習できる。 

 

 

 

 

 

 

【知】・プログラムの作成手順を理

解し、流れ図を書き、簡単なプログ

ラム作成のための知識と技能を身に

つけている。 

【思】・流れ図を見て、処理の流れ

などの内容を考察し発表できる。 

【態】・プログラムの作成手順、流

れ図などに関心をもち、意欲的に学

習に取り組み、協働して学ぼうとし

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

【知】・基本的な流れ図について理

解している。 

【思】・流れ図を見て、処理の流れ

などの内容を考察し発表できるよう

にする。【態】・プログラムの作成
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処理の流れなどの内容を
考察し発表できるように
する。 
【態】・プログラムの作

成手順、流れ図などに関

心をもたせ、意欲的に学

習に取り組み、協働して

学ぶことができる。 

 

４ プログラミングの基
礎 
【知】・BASICの簡単な
プログラムを作成し、コ
ンピュータに入力して、
その結果を出力する知識
と技能を習得させる。 
【思】・簡単なプログラ
ムを読んで、どのような
結果が出力されるか考察
し発表できるようにす
る。 
【態】・基本的な命令を

理解させ、四則計算プロ

グラム・文字データを出

力するプログラム・数値

データや文字列データを

扱うプログラムなどのプ

ログラムに関心をもた

せ，意欲的に学習に取り

組み、協働して学ぶこと

ができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・BASICの特徴，簡単なプロ

グラム作成について理解

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

手順、流れ図などに関心をもち、意

欲的に学習に取り組み、協働して学

ぼうとしている。 

 

 

 

 

 

【知】・BASICの簡単なプログラム

を作成し、コンピュータに入力し

て、その結果を出力する知識と技能

を習得している。 

【思】・簡単なプログラムを読ん

で、どのような結果が出力されるか

考察し発表できる。 

【態】・基本的な命令を理解し、四

則計算プログラム・文字データを出

力するプログラム・数値データや文

字列データを扱うプログラムなどの

プログラムに関心をもち，意欲的に

学習に取り組み、協働して学ぼうと

している。 

 

〇コンピュータの基本操

作とソフト 

３ アプリケーションソ

フトウェア 

【知】・情報の種類によ

って適切なアプリケーシ

ョンソフトウェアを選択

して使いこなす技能を習

得させる。 

【思】・アプリケーショ

ンソフトウェアの中から

必要なソフトウェアを選

択することについて思

考・判断でき、自分の考

えを表現できるようにす

る。 

・アプリケーションソフ

トウェアを活用して情報

をデザインし表現できる

ようにする。 

【態】・Webブラウザ、

電子メールソフトウェ

ア、日本語ワードプロセ

ッサソフトウェア、表計

算ソフトウェア、PDFフ

ァイル作成ソフトウェ

ア、プレゼンテーション

支援ソフトウェア、図形

処理ソフトウェア、CAD

ソフトウェア、音声編集

ソフトウェア、動画像編

 

 

・どのようなアプリケーシ

ョンソフトウェアがある

か理解させ，実際に使え

るようにする。 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

【知】・情報の種類によって適切な

アプリケーションソフトウェアを選

択して使いこなす技能を習得してい

る。 

【思】・アプリケーションソフトウ

ェアの中から必要なソフトウェアを

選択することについて思考・判断で

き、自分の考えを表現できる。 

・アプリケーションソフトウェアを

活用して情報をデザインし表現でき

る。 

【態】・Webブラウザ、電子メール

ソフトウェア、日本語ワードプロセ

ッサソフトウェア、表計算ソフトウ

ェア、PDFファイル作成ソフトウェ

ア、プレゼンテーション支援ソフト

ウェア、図形処理ソフトウェア、

CADソフトウェア、音声編集ソフト

ウェア、動画像編集ソフトウェア、

データベースソフトウェアなどに関

心をもち、意欲的に学習に取り組

み、協働して学ぼうとしている。 
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集ソフトウェア、データ

ベースソフトウェアなど

に関心をもたせ、意欲的

に学習に取り組み、協働

して学ぶことができる。 

〇コンピュータネットワ

ーク 

１ コンピュータネット

ワーク 

【知】・データ通信シス

テムと情報通信ネットワ

ークの概要について理解

させる。 

・LANの基本構成につい

て理解させ、簡単な接続

ができるようにする。 

・FTTH、ADSL、CATV、モ

バイルブロードバンド、

公衆無線 LANなどのイン

ターネット接続の概要に

ついて理解させる。 

・無線を利用した機器に

ついて理解させる。 

【思】・コンピュータ室

のネットワークについ

て、使用されている機器

を判断させ、構成を説明

できるようにする。 

・家庭のインターネット

接続について適切な方式

を選択し提案できるよう

にする。 

【態】・データ通信の概

要とネットワークの概要

について関心をもたせ、

意欲的に学習に取り組

み、協働して学ぶことが

できるようにする。 

・家庭のインターネット

接続やコンピュータ室の

ネットワークに関心をも

たせ、意欲的に学習に取

り組み、協働して学ぶこ

とができるようにする。 

 

２ ネットワークの通信

技術 

【知】・伝送制御方式

や、HTTP、SMTP、POP、

FTPなどについて理解さ

せる。 

・停電対策や雷対策につ

いて理解させる。 

【態】・コンピュータネ

ットワークに使用する機

器やプロトコルに関心を

もたせ，意欲的に学習に

取り組み、協働して学ぶ

ことができるようにす

る。 

 

 

・コンピュータネットワー

クを利用した情報交換の

利点について理解させ

る。 

・身近なコンピュータネッ

トワークについて理解さ

せる。 

・ネットワーク機器とネッ

トワークの形態について

理解させる。 

・家庭のコンピュータのイ

ンターネットへの接続方

法について理解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・コンピュータネットワー

クに必要な通信技術や技

術的な約束事について理

解させる。 

・コンピュータネットワー

クを停止させずに安全に

利用する方法について理

解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

【知】・データ通信システムと情報

通信ネットワークの概要について理

解している。 

・LANの基本構成について理解し、

簡単な接続ができる。 

・FTTH、ADSL、CATV、モバイルブロ

ードバンド、公衆無線 LANなどのイ

ンターネット接続の概要について理

解している。 

・無線を利用した機器について理解

している。 

【思】・コンピュータ室のネットワ

ークについて、使用されている機器

を判断して、構成を説明できる。 

・家庭のインターネット接続につい

て適切な方式を選択し提案できる。 

【態】・データ通信の概要とネット

ワークの概要について関心をもち、

意欲的に学習に取り組み、協働して

学ぼうとしている。 

・家庭のインターネット接続やコン

ピュータ室のネットワークに関心を

もち、意欲的に学習に取り組み、協

働して学ぼうとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知】・伝送制御方式や、HTTP、

SMTP、POP、FTPなどについて理解

している。 

・停電対策や雷対策について理解し

ている。 

【態】・コンピュータネットワーク

に使用する機器やプロトコルに関心

をもち，意欲的に学習に取り組み、

協働して学ぼうとしている。 
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３ 

〇プログラミングの基礎 

５ 順次処理 

【知】・順次処理のアル

ゴリズムと使用する命令

について理解させプログ

ラムすることができるよ

うにする。 

・おもな組込み関数につ

いて理解させプログラム

することができるように

する。 

【思】・分岐処理プログ

ラム、繰返し処理プログ

ラムを読んで、処理手順

をトレースし説明できる

ようにする。 

【態】・分岐処理・繰返

し処理などのプログラム

に関心をもたせ、意欲的

に学習に取り組み、協働

して学ぶことができるよ

うにする。 

 

６ 選択処理 

【知】・選択処理のアル

ゴリズムと使用する命令

について理解させてプロ

グラムすることができる

ようにする。 

【思】・分岐処理プログ

ラム、繰返し処理プログ

ラムを読んで、処理手順

をトレースし説明できる

ようにする。 

・問題を解決するための

アルゴリズムを理解さ

せ、自らプログラムを作

成させ、他人が利用でき

るソフトウェアのプログ

ラムを記述し、説明でき

るようにする。 

【態】・分岐処理・繰返

し処理などのプログラム

に関心をもたせ、意欲的

に学習に取り組み、協働

して学ぶことができるよ

 

・データの出力，データの

入力，関数の計算につい

て理解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・選択処理について理解さ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知】・順次処理のアルゴリズムと

使用する命令について理解してプロ

グラムすることができる。 

・おもな組込み関数について理解し

てプログラムすることができる。 

【思】・分岐処理プログラム、繰返

し処理プログラムを読んで、処理手

順をトレースし説明できる。 

【態】・分岐処理・繰返し処理など

のプログラムに関心をもち、意欲的

に学習に取り組み、協働して学ぼう

としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知】・選択処理のアルゴリズムと

使用する命令について理解してプロ

グラムすることができる。 

【思】・分岐処理プログラム、繰返

し処理プログラムを読んで、処理手

順をトレースし説明できる。 

・問題を解決するためのアルゴリズ

ムを理解し、自らプログラムを作成

し、他人が利用できるソフトウェア

のプログラムを記述し、説明でき

る。 

【態】・分岐処理・繰返し処理など

のプログラムに関心をもち、意欲的

に学習に取り組み、協働して学ぼう

としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 
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うにする。 

 

７ 繰返し処理 

【知】・繰返し処理のア

ルゴリズムと使用する命

令について理解させてプ

ログラムすることができ

るようにする。 

【思】・分岐処理プログ

ラム、繰返し処理プログ

ラムを読んで、処理手順

をトレースし説明できる

ようにする。 

・問題を解決するための

アルゴリズムを理解さ

せ、自らプログラムを作

成させ、他人が利用でき

るソフトウェアのプログ

ラムを記述し、説明でき

るようにする。 

【態】・分岐処理・繰返

し処理などのプログラム

に関心をもたせ、意欲的

に学習に取り組み、協働

して学ぶことができるよ

うにするる。 

 

８ プログラムの応用 

【知】・１次元配列、２

次元配列の概念を理解

し、配列を用いたデータ

の並べ替えなどを理解さ

せてプログラムすること

ができるようにする。 

・ルーチン、メインルー

チン、サブルーチンなど

の用語を理解させてプロ

グラムすることができる

ようにする。 

・ファイルの種類と特徴

について理解させてプロ

グラムすることができる

ようにする。 

・グラフィックスに用い

られる命令を理解させて

プログラムすることがで

きるようにする。 

【思】・協働でプログラ

ミングするために、他人

が理解できるわかりやす

く最適化されたプログラ

ムの記述や文書作成がで

きるようにする。 

【態】・配列処理による

データの並べ替え、関数

定義、外部定義関数、メ

インルーチン、サブルー

チン、ファイル処理によ

る住所録の作成、グラフ

ィックスなどに関心をも

 

 

・繰返し処理とその書式に

ついて理解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・プログラム中にデータを

設定する方法を理解させ

る。 

・配列の利用と書式につい

て理解させる。 

・関数定義，外部定義関

数，サブルーチン，ファ

イル，グラフィックスの

考え方について理解させ

る。 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知】・繰返し処理のアルゴリズム

と使用する命令について理解してプ

ログラムすることができる。 

【思】・分岐処理プログラム、繰返

し処理プログラムを読んで、処理手

順をトレースし説明できる。 

・問題を解決するためのアルゴリズ

ムを理解し、自らプログラムを作成

し、他人が利用できるソフトウェア

のプログラムを記述し、説明でき

る。 

【態】・分岐処理・繰返し処理など

のプログラムに関心をもち、意欲的

に学習に取り組み、協働して学ぼう

としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知】・１次元配列、２次元配列の

概念を理解し、配列を用いたデータ

の並べ替えなどを理解してプログラ

ムすることができる。 

・ルーチン、メインルーチン、サブ

ルーチンなどの用語を理解してプロ

グラムすることができる。 

・ファイルの種類と特徴について理

解してプログラムすることができ

る。 

・グラフィックスに用いられる命令

を理解してプログラムすることがで

きる。 

【思】・協働でプログラミングする

ために、他人が理解できるわかりや

すく最適化されたプログラムの記述

や文書作成ができる。 

【態】・配列処理によるデータの並

べ替え、関数定義、外部定義関数、

メインルーチン、サブルーチン、フ

ァイル処理による住所録の作成、グ

ラフィックスなどに関心をもち、意

欲的に学習に取り組み、協働して学

ぼうとしている。 
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たせ、意欲的に学習に取

り組み、協働して学ぶこ

とができるようにする。 

 

〇ハードウェア 

１ 処理装置と周辺装置 

【知】・処理装置や周辺

装置の基本的な知識を身

につけさせる。 

・コンピュータに周辺装

置を適切に接続する技能

を習得させる。 

【思】・コンピュータに

おけるハードウェアの役

割としくみを理解し、説

明できるようにする。 

・利用目的に応じた適切

な周辺装置を選択させ、

提案できるようにする。 

【態】・処理装置と周辺

装置に関心をもたせ、上

記の事項について意欲的

に学習に取り組ませ、協

働して学ぼぶことができ

る。 

 

２ データの表し方 

【知】・2進数と 16進数

について理解させ、四則

計算や変換計算ができる

ようにする。 

・文字・音・静止画像・

動画像の情報、データ圧

縮・伸長の基本的な知識

を身につけさせる。 

【思】・10進数の構成か

ら、2進数と 16進数の構

成が類推し発表できるよ

うにする。 

・文字・音・静止画像・

動画像の情報と人の感覚

の関係について考察し発

表できるようにする。 

【態】・2進数、10進

数、16進数などに関心を

もたせ、意欲的に学習に

取り組み、協働して学ぶ

ことができるようにす

る。 

・コンピュータ内部で文

字・音・静止画像・動画

像の情報がどのように取

り扱われているか関心を

もたせ、意欲的に学習に

取り組み、協働して学ぶ

ことができるようにす

る。 

 

３ 論理回路の基礎 

【知】・AND・OR・NOT・

NAND・NOR・EX-OR回路の

 

・コンピュータの構成、処

理装置の動作について理

解させる。 

・入出力装置と補助記憶装

置について理解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・コンピュータで用いるデ

ータの表し方について理

解させる。 

・文字・音・静止画像・動

画像のディジタル化を理

解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・2値で演算や制御を行う論

理回路の基本について理

解させる。 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

【知】・処理装置や周辺装置の基本

的な知識を身につけている。 

・コンピュータに周辺装置を適切に

接続する技能を習得している。 

【思】・コンピュータにおけるハー

ドウェアの役割としくみを理解し、

説明できる。 

・利用目的に応じた適切な周辺装置

を選択し、提案できる。 

【態】・処理装置と周辺装置に関心

がある。そして、上記の事項につい

て意欲的に学習に取り組み、協働し

て学ぼうとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知】・2進数と 16進数について

理解し、四則計算や変換計算ができ

る。 

・文字・音・静止画像・動画像の情

報、データ圧縮・伸長の基本的な知

識を身につけている。 

【思】・10進数の構成から、2進数

と 16進数の構成が類推し発表でき

る。 

・文字・音・静止画像・動画像の情

報と人の感覚の関係について考察し

発表できる。 

【態】・2進数、10進数、16進数

などに関心をもち、意欲的に学習に

取り組み、協働して学ぼうとしてい

る。 

・コンピュータ内部で文字・音・静

止画像・動画像の情報がどのように

取り扱われているか関心をもち、意

欲的に学習に取り組み、協働して学

ぼうとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知】・AND・OR・NOT・NAND・

NOR・EX-OR回路の機能を理解し、

それらを応用回路に利用する知識と

７ 
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機能を理解させ、それら

を応用回路に利用する知

識と技能を身につけさせ

る。 

・基本論理回路やフリッ

プフロップを用いて、半

加算回路や全加算回路、

シフトレジスタなどを構

成する技能を習得させ

る。 

【思】・基本論理回路を

用いた応用回路につい

て、論理的に考察し発表

できるようにする。 

・RS-FF、JK-FF、T-FF、

D-FFの違いを考察し発表

できるにする。 

【態】・基本論理回路と

その応用回路、フリップ

フロップ、カウンタ、シ

フトレジスタなどに関心

をもたせ、意欲的に学習

に取り組み、協働して学

ぶことができるようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技能を身につけている。 

・基本論理回路やフリップフロップ

を用いて、半加算回路や全加算回

路、シフトレジスタなどを構成する

技能を習得している。 

【思】・基本論理回路を用いた応用

回路について、論理的に考察し発表

できる。 

・RS-FF、JK-FF、T-FF、D-FFの違

いを考察し発表できる。 

【態】・基本論理回路とその応用回

路、フリップフロップ、カウンタ、

シフトレジスタなどに関心をもち、

意欲的に学習に取り組み、協働して

学ぼうとしている。 

〇コンピュータによる制

御 

１ いろいろな制御 

【知】・コンピュータ制

御の概要について理解さ

せる。 

・コンピュータ制御に必

要な要素について理解さ

せる。 

・コンピュータ制御に必

要な電子回路について理

解させる。 

・コンピュータ制御に必

要なプログラムについて

理解させる。 

・ライントレーサなどに

利用されているコンピュ

ータ制御の特徴を理解さ

せ、機器を操作する技能

を習得させる。 

【思】・身のまわりの機

器がコンピュータ制御さ

れていることを知り、ど

のような制御を行ってい

るか考察し発表できるよ

うにする。 

・機器に適したコンピュ

ータ制御の方法を判断さ

せ説明できるようにす

る。 

・身のまわりの機器に組

み込まれているコンピュ

ータを指摘し特徴を考察

し発表できるようにす

 

 

・制御の概要を踏まえたう

えで，コンピュータ制御

の考え方について理解さ

せる。 

・コンピュータ制御の具体

的な方法について理解さ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知】・コンピュータ制御の概要に

ついて理解している。 

・コンピュータ制御に必要な要素に

ついて理解している。 

・コンピュータ制御に必要な電子回

路について理解している。 

・コンピュータ制御に必要なプログ

ラムについて理解している。 

・ライントレーサなどに利用されて

いるコンピュータ制御の特徴を理解

して、機器を操作する技能を習得し

ている。 

【思】・身のまわりの機器がコンピ

ュータ制御されていることを知り、

どのような制御を行っているか考察

し発表できる。 

・身のまわりの機器に組み込まれて

いるコンピュータを指摘し特徴を考

察し発表できる。 

・機器に適したコンピュータ制御の

方法を判断し説明できる。 

【態】・身のまわりのコンピュータ

制御や、コンピュータ制御の具体的

な方法に関心をもち、意欲的に学習

に取り組み、協働して学ぼうとして

いる。 

 

 

 

 

 

 

７ 
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※なお、配当時間は生徒の状況により、必ずしも上記の通りに展開するものではない。 

 

  

る。 

【態】・身のまわりのコ

ンピュータ制御や、コン

ピュータ制御の具体的な

方法に関心をもたせ、意

欲的に学習に取り組み、

協働して学ぶことができ

るようにする。 

 

２ 組込み技術 

【知】・組込み技術の概

要と組込みシステムの特

徴について理解してい

る。 

【態】・身のまわりの組

込み技術とその特徴に関

心をもち、意欲的に学習

に取り組み、協働して学

ぼうとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・身のまわりの組込み技術

と，その概要を知り，特

徴を理解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知】・組込み技術の概要と組込み

システムの特徴について理解してい

る。 

【態】・身のまわりの組込み技術と

その特徴に関心をもち、意欲的に学

習に取り組み、協働して学ぼうとし

ている。 

評価方法 小テスト、創意工夫、観察力、学習状況観察、製作品 配当時間合計 ７０ 
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人間と社会 

教科名 人間と社会 科目名 人間と社会 単位数 ポイントリザーブ 

学年・類型 １学年 担当教員  

使用教科書・教材 
 東京都教育委員会著作準教科書「人間と社会」 
担当教員作成のプリント、ワークシート 

 

教科の目標   人間と社会 の目標 

 

観

点 
ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に学習に取り組む態度 

趣 

旨 

予測できない社会の変化や新

しい課題に対応するため、主

体的に自己や社会の課題を発

見し、課題に向けて実用な知

識及び技能を身に付ける。 

社会的現実に照らし、よりよい生

き方を選択することができるよ

う、自己と社会とのか関わりから

課題を見出し、情報を集め、整

理・分析して、多面的・多角的に

考察する力や、考察したことを効

果的に説明したり、それらを基に

議論したりする力を養う。 

演習や体験活動に主体的・協働的

に取り組むことによって、人間と

しての在り方生き方に対する自覚

を深め、自己の生き方を充実させ

ようとする態度と、お互いの良さ

を生かしながら、社会の一員であ

ることを自覚し、よりよい社会を

実現しようとする態度を養う。 

 

 

科目   人間と社会 の目標 

 

観

点 
ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に学習に取り組む態度 

趣 

旨 

自己と実生活や実社会との関

わりから新しい課題を自ら見

いだしたり、考察に必要な知

識を身に付けたり、情報を整

理・分析したりすることや、

解決のための話合いを進めた

り、自分の考えを効果的に説

明したりするなどの技能を身

に付ける。 

他者との交流や討論の振り返りを

通して、これまでもっていた課題

を深めたり、新たに情報を集め整

理・分析したり、新しい知識を得

たりすることによって、意見や考

えが深まる。このことによって課

題発見、課題解決の力を身に付け

させる。 

集団活動の中で、人間としての在

り方生き方に対する自覚を深める

とともに、社会の中で自己のよさ

や可能性を生かす力、前向きに自

己の将来を設計する態度を育む。 
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学習内容と評価の観点 

学

期 
単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 

評価の観点 
単元の（題材）の評価規準 

配当

時間 
知 思 態 

１ 

〇「人間と社会」を考える。 
【知】「人間と社会」の学ぶ
目的を理解させる。 
【思】「人間と社会」では、
何をどのように学ぶのかを適
切に思考・ 判断し、その結果
を適切に相手に伝える表現力
を身に付けさせる。 
【態】「人間と社会」で学ぶ
目的を理解し、主体的に行動
する態度を育成する。 
 

・「人間と社会」の学習を

通して、よりよい社会を

実現しようとする態度を

養う。 

 

〇 

 

〇 

 

〇 【知】「人間と社会」の学ぶ目
的をよく理解している。 
【思】「人間と社会」では，何
をどのように学ぶのかを適切に
思考・ 判断し、その結果を適切
に相手に伝える表現力を身につ
けている。 
【態】「人間と社会」で学ぶ目
的を理解し、主体的に行動する
態度を身に付けている。 

 
 
 
 
 
１ 

〇学習の視点を考える。 
【知】「何を大切にして、ど
のように生きるか」につい
て、自分なりの判断基準を見
直すことができる。 
【思】他者との関わりを通し
て自己の判断基準を高めるこ
とができる。 
【態】判断基準に従って行動
ができる。 
 

・「大切にしたいこと」に

ついて考える活動を通し

て、自分自身や他者を理

解しようとする態度を養

う。 

 

 

 

 

〇 〇 〇 【知】「何を大切にして、どの
ように生きるか」について、自
分なりの判断基準を見直すこと
ができている。 
【思】他者との関わりを通して
自己の判断基準を高めることが
できている。 
【態】判断基準に従って行動が
できている。 
 

１ 

〇地域社会を築く① 
【知】地域で活動する人々の
活動内容について理解してい
る。 
【思】地域社会とのかかわり
について考察できる。 
【態】主体的に地域社会に参
画する能力を育成する。 
 
 
 

・地域社会の一員であるこ

とを自覚し、社会連帯、

公正に対する自己の考え

を深め、主体的に地域社

会に参画する能力を育成

する。 

〇 〇 〇 【知】地域で活動する人々の活
動内容について理解している。 
【思】地域社会とのかかわりに
ついて考察できている。 
【態】主体的に地域社会に参画
する能力が育成できている。 
 
 

１ 

２ 

〇「葛飾区産業フェア」への

準備 

【知】参加に必要なものがな

んであるかを理解している。

来場者への指導内容を理解し

ている。 

【思】効果的に来場者に対し

製作手順を説明できる。 

【態】参加に必要なものを他

者と協力してそろえることが

できる。 

 

・「葛飾区産業フェア」へ

参加するのに必要な準備

を行う。 

〇 

 

〇 

 

〇 【知】参加に必要なものがなん

であるかを理解していた。来場

者への指導内容を理解してい

た。 

【思】効果的に来場者に対し製

作手順を説明できている。 

【態】参加に必要なものを他者

と協力してそろえることができ

ている。 

 

１ 

〇「葛飾区産業フェア」参観 

【知】来場者への指導内容を

理解している。 

【思】来場者が理解し、手際

よく製作ができるよう説明が

できる。 

【態】来場者に対し、率先し

て対応する態度を養う。 

 

・葛飾区産業フェアに参加
し、自校の展示ブースの
案内、製作体験指導や会
場整理等を行う。 

 

〇 〇 〇 【知】来場者への指導内容を理

解していた。 

【思】来場者が理解し、手際よ

く製作ができるよう説明ができ

ている。 

【態】来場者に対し、率先して

対応している。 

 

６ 
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〇「葛飾区産業フェア」参加

後の指導 

【知】参加して課題が何かを

理解している。 

【思】他者と協力して課題解

決のための提案ができる。 

【態】課題解決のための工夫

ができる。 

 

・地域社会を知り、課題対
応力を育成する。。 

 

〇 〇 〇 【知】参加して課題が何かを理

解していた。 

【思】他者と協力して課題解決

のための提案ができている。 

【態】課題解決のための工夫が

できている。 

 

１ 

〇救急救命活動の基礎を学ぶ 

【知】救命救急の基本につい

て理解している。 

【思】効率よく救命救急がで

きるか考えることができる。 

【態】救命救急を率先して行

える態度を養う。 

 

・救急救命活動の基本を学
ぶ 

 

〇 〇 〇 【知】救命救急の基本について

理解していた。 

【思】効率よく救命救急ができ

るか考えることができている。 

【態】救命救急を率先して行え

る。 

 

２ 

〇地域社会を築く② 

【知】地域で活動する人々の
活動内容について理解してい
る。 
【思】地域社会とのかかわり
について考察できる。 
【態】主体的に地域社会に参
画する能力を育成する。 
 

・地域社会の一員であるこ

とを自覚し、社会連帯、

公正に対する自己の考え

を深め、主体的に地域社

会に参画する能力を育成

する。 

〇 〇 〇 【知】地域で活動する人々の活
動内容について理解している。 
【思】地域社会とのかかわりに
ついて考察できている。 
【態】主体的に地域社会に参画
する能力が育成できている。 
 

 

１ 

〇地域清掃 

【知】ごみの分別にについて

理解をしている。 

【思】どのように清掃活動を

行えば効率よく行えるかを考

えることができる。 

【態】率先して清掃活動を行

う態度を育成する。 

 

 

・地域の清掃活動を行う活動

を通して公共の精神の自己

の考えを深める。 

〇 〇 〇 【知】ごみの分別にについて理

解をしていた。 

【思】どのように清掃活動を行

えば効率よく行えるかを考える

ことができている。 

【態】率先して清掃活動を行う

態度を育成できている。 

 

 

３ 

〇学ぶことの意義 

【知】学びについて身近な視

点から考えることができる。 

【思】話合いを通して、「自

律、忍耐」に対する自己の考

えを深めることができる。 

【態】主体的に学び続けよう

とする態度を育成する。 

 

・学ぶことの意義を考え、

自覚し、自律、忍耐に対

する自己の考えを深め、

人生を通じて主体的に学

び続けようとする能力を

育成する。 

〇 

 

〇 

 

〇 【知】学びについて身近な視点

から考えることができている。 

【思】話合いを通して、「自

律、忍耐」に対する自己の考え

を深めることができている。 

【態】主体的に学び続けようと

する態度を育成できている。 

 

２ 

評価方法 
観察、提出物 

配当時間合計 １７ 

 

※なお、配当時間は生徒の状況により、必ずしも上記の通りに展開するものではない。 

 


